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一
、
序1

．
小
序

平
成
二
十
六
年
四
月
に
、
漢
籍
を
専
門
に
扱
う
第
三
図
書
調
査
室
が
新
設
さ
れ

（
1
（

、
書
陵

部
（
図
書
寮
文
庫
（
所
蔵
の
漢
籍
に
つ
き
調
査
・
研
究
の
体
制
が
で
き
た
。
そ
の
成
果
の

公
表
が
望
ま
れ
る
が
、
そ
の
第
一
弾
と
し
て
、
図
書
寮
漢
籍
の
核
た
る
紅
葉
山
御
文
庫
旧

蔵
図
書
の
目
録
を
作
る
こ
と
と
し
た
（
但
、
一
部
国
書
を
含
む
（。

加
え
て
、
い
く
つ
か
注
意
す
べ
き
点
を
陳
べ
、
今
な
お
不
明
点
の
多
い
紅
葉
山
御
文
庫

本
に
つ
き
読
者
の
便
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

2
．
紅
葉
山
御
文
庫
本
の
現
況

現
在
、
旧
紅
葉
山
御
文
庫
本
（
以
下
「
御
文
庫
本
」
と
称
呼
（
の
大
部
分
は
国
立
公
文

書
館
（
内
閣
文
庫
（
に
、
残
り
の
多
く
が
宮
内
庁
書
陵
部
（
図
書
寮
文
庫
（
に
、
僅
か
な

も
の
が
そ
の
他
の
機
関
に
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
明
治
初
期
に
焼
失
・
散
佚
、
あ
る

い
は
処
分
さ
れ
た
も
の
な
ど
も
幾
許
か
存
す
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
ゆ
え
、
全
貌
を
把
握

し
て
い
る
者
な
ど
誰
も
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、
本
稿
で
扱
う
の
も
御
文
庫
本
の
一
部

に
過
ぎ
な
い
と
い
う
点
を
ま
ず
御
諒
解
い
た
だ
き
た
い
。

3
．
本
稿
に
お
け
る
御
文
庫
本
判
定
基
準

紅
葉
山
御
文
庫
は
二
百
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
の
で
、
何
ら
か
の
基
準
な
く
し
て
図
書

寮
蔵
御
文
庫
本
な
る
も
の
の
全
貌
は
明
ら
か
に
し
え
ぬ
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
以
下
の
基
準
を
以
て
図
書
寮
蔵
の
御
文
庫
本
と
称
呼
す
る
。

☆　
『
楓
も
み
じ
や
ま山

文ぶ
ん
こ庫

御ご
し
ょ
じ
ゃ
く

書
籍
目も
く
ろ
く録』

所
載
の
も
の
─
─
す
な
わ
ち
元
治
元
〜
慶
応
二

年
（
一
八
六
四
〜
六
六
）
の
時
点
で
紅
葉
山
御
文
庫
に
あ
っ
た
も
の
─
─
で
、

現
在
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
に
蔵
せ
ら
れ
る
も
の
（
但
、
便
宜
一
度
は
紅

葉
山
御
文
庫
お
よ
び
図
書
寮
に
あ
っ
た
と
確
定
し
う
る
も
の
も
併
せ
著
録
す

る
（。

『
楓
山
文
庫
御
書
籍
目
録
』（
函
架
番
号
451
－
51
。
外
題
「〈
元げ

ん
じ治

増ぞ
う
ほ補

〉
御

ご
し
ょ
じ
ゃ
く

書
籍

目も
く
ろ
く録

」。
以
下
『
元
治
目
録
』
と
呼
称
（
は
、
江
戸
期
最
後
の
紅
葉
山
御
文
庫
の
蔵
書
目

録
で
、
浄
書
本
と
考
え
ら
れ
て
い
る

（
2
（

。

な
お
、
内
閣
記
録
局
よ
り
の
移
管
本
を
主
と
す
る
関
係
上
、
移
管
時
の
分
類

（
3
（

を
土
台
と

図
書
寮
蔵
紅
葉
山
御
文
庫
本
目
録
（
一
）
─
─
経
部
─
─
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し
て
、
内
閣
移
管
本
の
う
ち
紅
葉
山
御
文
庫
旧
蔵
で
な
い
と
明
ら
か
に
な
る
も
の
を
刪
除

し
、
代
り
に
そ
れ
以
外
の
時
期
に
移
管
さ
れ
御
文
庫
本
と
認
定
し
う
る
も
の
等
を
増
補
し

た
。
移
管
時
の
分
類
を
土
台
と
し
た
の
は
、
明
治
以
来
、
現
在
の
管
理
状
況
に
至
る
ま
で

の
連
続
性
が
認
め
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

図
書
寮
蔵
本
は
御
文
庫
本
の
ほ
ん
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
と
は
い
え
、
数
が
膨
大
な
の
で
、

さ
し
あ
た
り
漢
籍
の
四
部
分
類
に
従
っ
て
作
成
し
た
。
こ
れ
は
、
移
管
時
の
分
類
に
基
き
、

所
謂
準
漢
籍
の
、
邦
人
の
著
作
（『
元
治
目
録
』
で
は
国
書
部
（
や
朝
鮮
人
の
著
作
（
同

じ
く
附
存
部
（
等
で
も
、
四
部
分
類
で
表
し
得
れ
ば
、
す
べ
て
経
・
史
・
子
・
集
そ
れ
ぞ

れ
で
分
類
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
ま
ず
経
部
を
扱
う
。
そ
の
一
覧
は
、
本
稿
末
尾

（
四
〇
〜
四
三
ペ
ー
ジ
（
に
掲
げ
た
。

二
、
経
部
図
書

1
．
概
要

今
回
経
部
図
書
と
し
て
認
定
・
著
録
し
た
の
は
凡
て
七
五
部
七
八
六
点

（
（
（

。
宋
元
版
な
ど

『
御

ご
し
ょ
じ
ゃ
く

書
籍
来ら

い
れ
き歴

志し

』（
以
下
『
来
歴
志
』。
本
稿
で
は
『
元
治
目
録
』
附
録
の
本
を
使
用
（

所
載
本
を
中
核
と
し
て

（
5
（

、
明
清
の
版
本
・
日
本
の
古
版
本
・
邦
人
著
作
の
浄
書
本
な
ど
を

含
む
。

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
（、
経
部
図
書
は
七
五
部
宮
内
省
に
移
管
さ
れ
た
が
、
う

ち
『
来
歴
志
』
所
載
本
は
二
六
部
で
あ
る

（
（
（

。『
来
歴
志
』
所
載
で
落
ち
て
い
る
の
は

『
別べ

っ
ぽ
ん本

礼ら
い
き記

正せ
い
ぎ義

』『
十

じ
ゅ
う
さ
ん
け
い
ち
ゅ
う
そ

三
経
註
疏
』
の
二
部
。
前
者
は
国
立
公
文
書
館
（
内
閣
文
庫
（

蔵
『
附ふ

し
ゃ
く
お
ん
ら
い
き
ち
ゅ
う
そ

釈
音
礼
記
註
疏
』（
請
求
番
号 

経
75
－
1

（
7
（

（、
後
者
は
国
立
公
文
書
館
（
内
閣
文

庫
（
蔵
の
同
名
書
（
請
求
番
号 

経
（0
－
1
（。

経
部
図
書
の
ひ
と
つ
の
特
徴
は
、「
貴
重
図
書
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
も
の
の
割
合
が

比
較
的
高
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
他
部
に
比
し
て
、
経
部
図
書
の
総
数
が
少
な
い
上

に
、
宋
版
・
金

か
ね
さ
わ沢

文ぶ
ん
こ
ぼ
ん

庫
本
が
多
い
た
め
だ
ろ
う
。

2
．
図
書
点
描

さ
て
、
概
要
だ
け
で
は
よ
く
分
か
ら
ぬ
。
一
覧
だ
け
で
は
無
味
乾
燥
で
あ
る
。
そ
こ
で

以
下
に
い
く
つ
か
特
徴
的
な
図
書
を
挙
げ
て
、
そ
の
解
題
を
誌
し
て
み
た
い
。

①　
『
周

し
ゅ
う

易え
き

伝で
ん

義ぎ

大た
い

全ぜ
ん

』 

函
架
番
号
401
－
13

明
・
胡こ

こ
う広

等
奉
勅
撰
、
朝
鮮
刊
。
線
装
・
縦
長
本
・
一
三
冊

（
（
（

。
程て

い
い頤

の
『
易え

き
で
ん伝

』・

朱し
ゅ
き熹

の
『
周

し
ゅ
う

易え
き

本ほ
ん
ぎ義

』
を
併
せ
た
董と

う
か
い楷

の
『
周
易
伝
義
』
を
承
け
て
明
の
永
楽
年
間
に

編
ま
れ
た
易
経
の
注
釈
書
。

文
禄
二
年
（
一
五
九
三
（、
薩さ

つ
南な

ん
が
く
は

学
派
の
儒
僧
・
文ぶ

ん
し之

玄げ
ん
し
ょ
う

昌
が
帰
化
人
か
ら
譲
ら
れ
た

三
冊
を
核
に
、
さ
ら
に
求
め
て
補
っ
た
も
の
だ
と
い
う
（
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
（
玄
昌

識
語
（。
玄
昌
は
補
写
も
幾
冊
か
あ
る
と
記
す
が
、
現
存
一
三
冊
い
ず
れ
も
刊
本
ゆ
え
、

そ
の
後
揃
っ
た
も
の
と
推
す
る
。
そ
の
後
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
（
頃
本
書
は
惟い

ほ
う方

正し
ょ
う
え
ん

円
の
手
に
渡
り
、
彼
が
玄
昌
の
未
加
点
の
と
こ
ろ
に
加
点
し
た
（
正
円
諸
識
語
（。
正

円
は
「
武
之
江
城
」
で
識
語
を
書
く
か
ら
、
こ
の
頃
本
書
は
江
戸
に
移
っ
た
か
。
そ
の
後
、

六
代
将
軍
徳と

く
が
わ
い
え
の
ぶ

川
家
宣
の
蔵
書
と
な
る
（
桜

さ
く
ら
だ田

御ご
ぶ
ん
こ
ぼ
ん

文
庫
本
（。
他
の
桜
田
御
文
庫
本
と
同
じ

く
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
（
紅
葉
山
御
文
庫
に
収
ま
っ
た
。『
官か

ん
こ庫

書し
ょ
じ
ゃ
く籍

目も
く

録ろ
く

』「
桜

田
御
文
庫
御
書
物
」
部
に
著
録
。

②　
『〈
御ぎ

ょ
ら
ん覧

〉
易え

き
け
い
き
い
つ

経
揆
一
』 

函
架
番
号
401
－
52

清
・
梁

り
ょ
う
し
ゃ
く
よ

錫
璵
撰
、
乾
隆
十
六
年
（
一
七
五
一
（
刊
。
線
装
・
縦
長
本
・
一
〇
冊

（
（
（

。『
易
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経
揆
一
』
一
四
巻
・『
易え

き
経け

い
啓け

い
も
う
ほ

蒙
補
』
二
巻
。
清
代
中
期
の
易
経
の
注
釈
書
。
豊
後

さ
え
き

佐
伯

さ
い
き

藩
主
毛も

う
り利

高た
か
す
え標

旧
蔵
。

「
御
覧
」
を
冠
す
る
の
は
、
清
の
高
宗
（
乾
隆
帝
（
の
求
め
に
応
じ
て
奉
呈
さ
れ
た
か

ら
だ
。
本
書
に
は
い
く
つ
か
見
る
べ
き
特
徴
が
あ
る
が
、
ま
ず
は
封
面
お
よ
び
高
宗
の
二

度
の
上
諭
で
、
皇
帝
に
関
わ
る
た
め
朱
刷
で
あ
る
。
最
終
冊
─
─
『
易
経
啓
蒙
補
』
─
─

の
一
部
の
図
が
、
墨
に
よ
る
単
色
刷
で
は
な
い
こ
と
も
押
え
て
お
き
た
い
。
そ
れ
と
い
う

の
も
、
茶
色
の
部
分
が
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
が
酸
化
に
よ
る
変
色
ら
し
い
─
─
銀
か
何
か

だ
ろ
う
し
、
先
の
首
冊
朱
刷
の
丁
等
と
併
せ
考
え
て
も
、
仲
々
手
が
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、

下
綴
の
紙
縒
が
長
年
の
加
重
で
裏
表
紙
に
形
を
浮
び
上
が
ら
せ
て
い
る
の
が
看
取
で
き
、

唐
本
の
装
訂
の
有
様
を
窺
い
知
る
の
に
恰
好
の
書
だ
。
毛
利
高
標
購
得
以
前
の
蔵
書
印

「
第
津
高
氏
監
蔵
」
が
捺
さ
れ
る

（
（1
（

。
高
標
の
孫
・
高た

か
な
か翰

の
献
納
に
よ
り
、
文
政
十
一
年

（
一
八
二
八
（
収
書
。

③　
『
靧

か
い
あ
ん菴

礼れ
い

経け
い

蔵ぞ
う
ほ
ん

本
』 

函
架
番
号
401
－
（0

清
・
康
煕
十
五
年
（
一
六
七
六
（
韓
千
秋
撰
、
詩
政
堂
刊
。
線
装
・
半
紙
本
大
・
四
冊

（
（（
（

。

清
代
前
期
の
礼
記
の
注
釈
書
。

帙
と
図
書
本
体
と
が
同
じ
灰
茶
色
で
か
つ
同
じ
黄
色
の
絹
題
簽
を
用
い
る
。
し
か
も
図

書
本
体
の
装
訂
は
唐
本
の
そ
れ
で
、
本
邦
で
の
改
装
と
は
考
え
難
い
（
原
装
と
認
め
て
よ

い
（。
以
上
か
ら
帙
自
体
も
元
の
も
の
と
想
定
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
貞
享
三
年
（
一
六

八
六
（
に
収
蔵
さ
れ
た
（『
御ご

ぶ
ん
こ

文
庫
目も

く
ろ
く

録
』（
当
時
の
ま
ま
の
姿
を
伝
え
る
と
思
し
い
。
こ

れ
が
本
書
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。
絹
題
簽
・
絹
張
の
帙
、
そ
し
て
白
く
綺
麗
な
料
紙
─
─

こ
れ
は
単
に
美
本
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
な
り
の
高
級
品
だ
っ
た
と
言
っ
て
良
さ
そ

う
だ
。④　

『
七し

ち
け
い
も
う
し
こ
う
ぶ
ん

経
孟
子
考
文
』 

函
架
番
号
401
－
（1

『
七
経
孟
子
考
文
』
は
、
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
（
山や

ま
の
い井

鼎て
い

撰
、
浄
書
副
本
。
線

装
・
大
本
・
三
二
冊

（
（1
（

。
山
井
鼎
（
崑こ

ん
ろ
ん崙

（
は
、
紀
伊
の
人
で
、
伊
予
西さ

い
じ
ょ
う条

藩
儒
。

荻お
ぎ
ゅ
う
そ
ら
い

生
徂
徠
に
学
び
、
同
門
の
根ね

も
と本

遜そ
ん
し志

（
武ぶ

い夷
（
と
と
も
に
、
易
・
書
・
詩
・
礼
記
・
春

秋
・
論
語
・
孝
経
お
よ
び
孟
子
に
つ
き
、
足

あ
し
か
が利

学が
っ
こ
う

校
の
旧
鈔
本
と
宋
刊
本
を
用
い
校
勘
し

た
も
の
。
浄
書
本
は
享
保
十
一
年
藩
主
松
平
頼よ

り
た
だ

渡
に
献
ぜ
ら
れ
、
次
で
同
十
三
年
頼
渡
は

こ
れ
を
幕
府
に
進
め
た
の
で
あ
る
（『
徳と

く
が
わ川

実じ
っ

紀き

』
同
年
六
月
十
一
日
条
（。
浄
書
本
そ

の
も
の
は
現
在
京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
蔵
せ
ら
れ
、
図
書
寮
本
は
幕
府
に
進
め
ら
れ
た

副
本
と
さ
れ
る

（
（1
（

。
同
十
六
年
九
月
七
日
の
収
書
（『
御ご

し
ょ
も
つ
か
た

書
物
方
日に

っ
き記

』（
以
下
『
日
記
』（

同
日
条
・『
右ゆ

う
文ぶ

ん
故こ

じ事
』
巻
一
三
（。『
日
記
』
同
日
条
に
形
態
的
特
徴
が
記
さ
れ
る
。
曰

く
、

　
新
規
御
預
ケ

　

七
経
孟
子
考
文
書
本　

三
十
二
冊
一
筥
但
、
二
重
筥
、

　

花
色
紋
形
表
紙
、
糸
紫
、
外
題
萌
黄
、

右
、
浅
黄
羽
二
重
袷
服
紗
包
、
内
箱
桐
白
木
、
萌
黄
糸
さ
な
た
紐
付
、

摺
板
一
枚
ア
リ
、
上
箱
桐
白
木
、
木
綿
さ
な
た
紐
付
、

　
　

但
、
献
上
之
年
月
御
書
付
添
候
共
一
通
受
取
之
、
○
大
日
本

近
世
史
料

と
。
何
と
な
く
現
在
の
姿
と
変
ら
ぬ
よ
う
だ
が
、
題
簽
の
焼
け
痕
ら
し
き
も
の
や
、
表
紙

の
改
装
せ
ら
れ
た
よ
う
な
様
子
か
ら
推
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
火
で
も
蒙
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
。

な
お
献
上
の
後
、
十
三
年
七
月
に
荻お

ぎ
ゆ
う生

北ほ
っ
け
い渓

（
観か

ん
（
と
室

む
ろ
き
ゅ
う
そ
う

鳩
巣
に
校
合
が
命
ぜ
ら
れ

（『
日
記
』
享
保
十
六
年
九
月
七
日
条
・『
右
文
故
事
』
巻
一
三
（、
成
っ
た
本
が
、

『
七

し
ち
け
い
も
う
し
こ
う
ぶ
ん

経
孟
子
考
文
補ほ

い遺
』
で
あ
る

（
（1
（

。

⑤　
『
満

ま
ん
ぶ
ん文

輯し
ゅ
う
い
ん

韻
』（
附
：
満

ま
ん
ぶ
ん文

散さ
ん
ご
か
い

語
解
（ 

函
架
番
号
401
－
（2

　
　
　
『〈
増
訂
〉
満
文
輯
韻
』 

函
架
番
号
401
－
75

『
満
文
輯
韻
』
は
、
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
（
高

た
か
は
し
か
げ
や
す

橋
景
保
撰
、
浄
書
本
。
線
装
・
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大
本
・
二
一
冊

（
（1
（

。
満
洲
語
辞
書
。『
満
文
輯
韻
』
一
九
冊
、『
満
文
散
語
解
』
二
冊
か
ら
成

る
（
（1
（

。
和
装
本
な
が
ら
左
綴
と
い
う
一
風
変
っ
た
書
物
。

高
橋
景
保
は
、
文
化
元
年
父
・
至よ

し
と
き時

を
襲
っ
て
天
文
方
と
な
り
、
暦
・
測
地
・
洋
書
翻

訳
等
に
努
め
、
の
ち
御
書
物
奉
行
を
兼
ね
た
。
文
化
五
年
レ
ザ
ノ
フ
の
将
来
し
た
満
文
外

交
文
書
の
翻
訳
を
命
ぜ
ら
れ
（
同
七
年
『
満

ま
ん
ぶ
ん
き
ょ
う
か
い

文
強
解
』
上
呈
（、
こ
の
仕
事
を
通
じ
満
洲

語
の
第
一
人
者
と
な
り
、
成
果
を
ま
と
め
た
の
が
本
書
で
あ
る
。『
化か

政せ
い

新し
ん
し
ゅ
う収

書し
ょ
も
く目

』

に
「
満
文
輯
韻　

十
九
冊
／
満
文
散
語
解　

二
冊
」
が
「
文
政
四
年
辛
巳
二
月
新
収
」
と

見
え
る
の
が
そ
れ
だ
ろ
う
。

さ
て
景
保
は
、
か
の
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
に
関
与
し
て
、
文
政
十
一
年
十
月
十
日
禁
獄
せ

ら
れ
、
翌
年
二
月
に
獄
中
死
し
た
。
こ
の
と
き
彼
の
蔵
書
は
没
収
さ
れ
た
が
、『〈
増
訂
〉

満
文
輯
韻
』

（
（1
（

（
以
下
「
増
訂
本
」（
も
そ
の
内
に
含
ま
れ
た
ら
し
い

（
（1
（

。
増
訂
本
尾
冊
最
終
丁

に
「
戊
子
十
月
初
八
日
浄
書
畢
、」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
（
全
二
六
巻
中
（
巻
一
三
の

0

0

0

0

末

で
、
か
つ
「
戊
子
」
は
文
政
十
一
年
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
未
完
成
に
し
て
投
獄
の
直
前
で

あ
る
。
森
潤
三
郎
氏
は
「
文
化
十
三
年
滿
文
集

（
マ
マ
（韻

、
滿
文
散
語
解
成
り
、
尋
て
增
訂
滿
文

輯
韻
成
り
、
文
政
三
年
に
至
り
滿
洲
文
字
に
關
す
る
著
作
完
備
し
て
こ
れ
を
上
り
、」
と

陳
べ
る
が

（
（1
（

、
増
訂
本
未
だ
成
ら
ず
、
前
二
作
の
み
文
政
三
年
に
上
呈
、
翌
四
年
収
書
と
見

る
の
が
至
当
だ
ろ
う
。

⑥　
『
礼ら

い
き記

正せ
い
ぎ義

』 

函
架
番
号
401
－
（（

寛
政
六
〜
八
年
（
一
七
九
四
〜
九
六
（
吉
田
直
躬
・
杉
浦
吉
統
・
竹
内
道
生
足
利
学
校

宋
紹
煕
刊
本
影
写
。
線
装
・
大
本
・
三
五
冊

（
11
（

。
宋
刊
本
の
影
写
だ
が
、
写
し
て
い
る
の
は

本
文
の
み
で
、
匡
郭
・
界
線
・
書
入
等
は
省
く
。
原
本
は
足
利
学
校
に
今
な
お
存
す
。
尾

冊
末
の
林

は
や
し
た
い
ら衡 （

述
じ
ゅ
っ

斎さ
い

（
識
語
に
拠
れ
ば
、
足
利
学
校
本
の
善
本
た
る
に
よ
り
、
幕
命

を
以
て
書
写
者
を
選
び
影
写
さ
せ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
る
。
次
で
天
保
十
二
年
（
一
八

四
一
（
杉
山
精
一
の
識
語
は
、
影
写
者
三
人
の
名
（
こ
れ
は
ま
た
各
冊
尾
に
「
某
謄
」
の

形
で
示
さ
れ
る
（
や
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
（
十
二
月
収
儲
な
る
こ
と
な
ど
を
記
す
。

『
来
歴
志
』
の
記
述
も
こ
れ
に
拠
っ
た
か
。

⑦　
『
四し

し
ょ書

白は
く
ぶ
ん

文
』 

函
架
番
号
506
－
32

明
・〔
姜

き
ょ
う

立
り
ゅ
う

綱こ
う

〕
写
、
線
装
・
特
大
本
・
八
冊

（
1（
（

。
四
書
の
本
文
を
、
真
っ
白
な
美
し

い
紙
に
謹
書
し
た
も
の
。
第
八
冊
尾
に
明
の
政
治
家
・
書
家
の
王お

う
世せ

い
貞て

い
（
一
五
二
六
〜

九
〇
（
と
明
の
政
治
家
・
蔵
書
家
の
趙

ち
ょ
う

用よ
う
け
ん賢

の
識
語
が
あ
る
。
王
識
語
に
「
当
是
先
朝

春
宮
進
読
本
也
、」
と
あ
り
、
皇
太
子
の
教
科
書
だ
っ
た
と
い
う
。
確
か
に
、
大
き
さ
は

も
と
よ
り
、
字
様
・
料
紙
や
浅
葱
色
絹
題
簽
、
そ
し
て
何
よ
り
匡
郭
も
含
め
す
べ
て
手
書

き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
並
々
な
ら
ぬ
本
た
る
こ
と
疑
い
な
い
が
、
果
し
て
姜
立
綱
の
書
た

る
か
、（
そ
う
鑑
定
す
る
（
両
識
語
そ
の
も
の
も
信
じ
う
る
か
、
問
題
は
残
る
。
人ひ

と
み見

竹ち
く
ど
う洞

「
紅も

み
じ
や
ま

葉
山
文ぶ

ん
こ庫

日に
ち
ろ
く録

」（
註
（
30
（
参
照
（
に
す
で
に
見
え
る
の
で
、
延
宝
八
年

（
一
六
八
〇
（
以
前
の
収
書
だ
が
、
そ
れ
以
前
の
来
歴
に
つ
い
て
は
、
趙
識
語
の
「
張
幼

于
所
蔵
」

（
11
（

、「
王
泰
吉
印
」
蔵
書
印
の
ほ
か
手
掛
り
が
な
い
。
す
で
に
福
井
保
氏
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
が

（
11
（

、
本
書
は
貴
重
書
と
し
て
禁
帯
出
で
あ
っ
た
（『
日
記
』
文
政
二
年
七
月

五
日
条
（。

＊　
　

＊　
　

＊

こ
の
他
陳
べ
る
べ
き
書
物
は
多
い
が
、
紙
幅
の
都
合
上
こ
こ
で
止
め
る
の
で
、
そ
の
他

の
図
書
に
つ
い
て
は
『
来
歴
志
』『
経

け
い
せ
き籍

訪ほ
う
こ
し

古
志
』『
古こ

う
ん芸

余よ
こ
う香

』『
図

と
し
ょ
り
ょ
う

書
寮
漢か

ん
せ
き籍

善ぜ
ん
ぽ
ん本

書し
ょ
も
く目

』『
図

と
し
ょ
り
ょ
う
て
ん
せ
き
か
い
だ
い
か
ん
せ
き
へ
ん

書
寮
典
籍
解
題-

漢
籍
篇
』
お
よ
び
福
井
『
紅
葉
山
文
庫
』
等
を
参
照
せ
ら

れ
よ
。
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三
、
紅
葉
山
御
文
庫
の
目
録
六
種
─
─
各
論
（
1
（

現
在
筆
者
の
確
認
し
た
限
り
で
は
、
紅
葉
山
御
文
庫
の
総
目
録
に
次
の
六
種
が
あ
る
。

1
（　
『
御ご

ぶ
ん
こ

文
庫
目も

く
ろ
く

録
』

2
（　
『
官か

ん
こ庫

書し
ょ
じ
ゃ
く籍

目も
く
ろ
く

録
』

3
（　
『
重

じ
ゅ
う
て
い訂

御ご
し
ょ
じ
ゃ
く

書
籍
目も

く
ろ
く

録
』

（
（　
『
重

じ
ゅ
う
て
い訂

楓も
み
じ
や
ま山

書し
ょ
じ
ゃ
く籍

目も
く
ろ
く

録
』

5
（　
『〈
元げ

ん
じ治

増ぞ
う
ほ補

〉
御

ご
し
ょ
じ
ゃ
く

書
籍
目も

く
ろ
く

録
』

（
（　
『
紅も

み
じ
や
ま

葉
山
文ぶ

ん
こ庫

書し
ょ
も
く

目
』

1
は
、
夙
に
大
庭
脩
氏
に
よ
り
、
解
題
を
附
し
て
翻
印
せ
ら
れ
、
ま
た
別
に
同
氏
の
二

著
書
に
も
略
解
題
を
掲
げ
る

（
11
（

。
先
行
す
る
長
澤
規
矩
也
・
青
木
正
児
両
氏
の
見
解
を
承
け

て
三
解
題
に
大
庭
氏
が
陳
べ
る
と
こ
ろ
に
拠
れ
ば
、
こ
の
目
録
は
富ふ

じ
み
の
て
い

士
見
亭
文ぶ

ん
こ庫

時
代

（
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
（
頃
〜
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
（（
か
ら
享
保
七
年
（
一
七
二

二
（
ま
で
の
紅
葉
山
御
文
庫
の
漢
籍
の
蔵
書
を
、
い
ろ
は
順
、
同
項
目
内
で
は
収
書
年
代

順
に
排
列
し
た
も
の
で
、
長
崎
の
書
物
改
役
向
井
氏
と
関
係
す
る
と
い
う
。
東
北
大
学
狩

野
文
庫
と
静
嘉
堂
文
庫
に
各
一
冊
が
蔵
さ
れ
、
関
連
史
料
が
長
崎
市
立
博
物
館
蔵
長
崎
聖

堂
文
書
中
に
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
筆
者
は
い
ず
れ
も
未
見
。

2
は
、
鶴
見
大
学
図
書
館
に
蔵
さ
れ

（
11
（

、
全
六
冊
。
さ
い
き
ん
『
桜
田
御
文
庫
と
新
井
白

石
』
で
影
印
さ
れ
た

（
11
（

。
同
書
の
解
説
で
は
全
体
が
桜
田
御
文
庫
本
の
目
録
と
解
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
実
、
前
五
冊
が
紅
葉
山
御
文
庫
の
、
最
終
冊
が
「
桜
田
御
文
庫
御
書
物
」
と

「
御
小
納
戸
ヨ
リ
御
預
御
書
物
」（
将
軍
の
御
側
に
あ
り
た
る
書
物
な
ら
ん
（
の
目
録
で
あ

る
。
第
六
冊
第
三
三
丁
裏
の
月
光
院
へ
の
貸
出
の
注
記
が
『
御

ご
し
ょ
も
つ
か
た
と
め
ち
ょ
う

書
物
方
留
牒
』
に
よ
り

裏
付
け
ら
れ
、
正
徳
六
年
（
＝
享
保
元
年
（
の
情
報
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る

か
ら

（
11
（

、
こ
の
冊
の
原
成
立
は
こ
れ
以
前
だ
ろ
う

（
11
（

。
ま
た
、
第
五
冊
四
六
丁
表
に
も
「
月
光

院
様
ヘ
正
徳
六
年
上
ル
、」
の
注
記
が
見
え
、
最
終
冊
以
外
も
正
徳
六
年
（
＝
享
保
元
年
（

以
前
の
成
立
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
他
に
、「
今
度
吟
味
上
候
処
」
云
々
の
注
記
が

何
ヶ
所
も
あ
り
、
吉
宗
が
将
軍
就
任
直
後
御
書
物
奉
行
に
調
べ
さ
せ
た
痕
跡
か
と
推
す
る

（
11
（

。

そ
れ
に
拠
っ
て
こ
れ
を
観
れ
ば
、
2
の
原
形
は
、
全
く
失
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
綱

吉
代
始
の
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
（
の
書
目

（
11
（

と
み
る
の
が
至
当
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ

よ
正
徳
以
前
の
紅
葉
山
御
文
庫
の
総
目
録
た
る
こ
と
疑
い
な
い
。
な
お
、『
官
庫
書
籍
目

録
』
と
い
う
書
名
は
、
あ
る
い
は
延
宝
の
原
題
か
も
し
れ
ぬ
。
何
と
な
れ
ば
『
寛か

ん
政せ

い

重
ち
ょ
う

修し
ゅ
う

諸し
ょ

家か

譜ふ

』
鳳
岡
の
項
に
「
十（

延
宝
八
年
（

月
十
六
日
、
官
庫
書
籍
の
目
録

0

0

0

0

0

0

0

を
調
進
す
、」（
傍
点
筆

者
（
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
鶏
が
先
か
卵
が
先
か
。
ま
た
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
官
庫

書
籍
目
録
』
は
同
名
異
書

（
1（
（

。

3
は
、
現
在
内
閣
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
も
の
で
（
請
求
番
号
219
－
0185
（

（
11
（

、
文
化
十
一
（
一

八
一
四
（
〜
天
保
七
年
（
一
八
三
六
（
の
編
集
に
繋
り
、
漢
籍
部
の
み
存
す
る
。
内
閣
文

庫
本
は
そ
の
清
書
本
と
さ
れ
る

（
11
（

。
三
一
冊
。
具
さ
に
閲
す
れ
ば
、
後
掲
表
1
の
如
し
。
こ

れ
に
全
く
欠
け
た
る
御
家
部
国
書
部
凡
例
総
目
一
冊
・
彙
刻
類
目
第
一
冊
（
思
え
ら
く
彙

刻
書
目
総
目
・
経
・
史
部
な
ら
ん
（・
来
歴
志
四
冊
（『
始
末
記
』
に
よ
る
（・
始
末
記
一

冊
（
同
（
と
御
家
部
国
書
部
都
合
四
冊
（『
始
末
記
』
よ
り
逆
算
（
と
を
加
え
れ
ば
全
四

二
冊
に
な
り
（『
始
末
記
』（、
殆
ど
『
元
治
目
録
』
と
変
ら
な
い
分
量
と
な
る
。
な
お
、

鶴
見
大
学
図
書
館
に
、
子
部
第
二
冊
（
巻
八
（
の
仮
綴
本
一
冊
を
蔵
す
る
（
筆
者
未
見
。

同
館
『
日
本
の
書
目
』（
註
（
25
（
参
照
（
に
よ
る
（。

（
は
、
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、「
大
體
、『
佚
存
叢
書
』
を
載
せ
て
ゐ
る
の
で
文
化
よ
り

後
、
而
し
て
、
舊
幕
書
目
の
最
終
で
あ
る
『
元
治

増
補
御
書
籍
目
録
』
よ
り
、
所
収
卷
册
數
な
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ど
か
ら
見
て
、
前
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
」
の
だ
と
い
う

（
11
（

。
御
家
部
・
国
書
部
の
み
存
す

る
。
大
日
本
近
世
史
料
で
附
録
と
し
て
太
田
晶
二
郎
氏
蔵
本
を
翻
印
。
図
書
寮
に
も
一
本

あ
り
（
函
架
番
号
101
－
132
『〈
重
訂
〉
楓
山
御
書
籍
目
録
』
三
冊

（
11
（

（。
三
巻
本
。
上
記
二
本

と
も
巻
上
国
書
部
家
記
類
に
一
丁
分
と
思
し
き
脱
が
あ
る
（『
元
治
目
録
』
と
突
合
せ
る

と
、『
園
太
暦
』
と
『
薩
戒
記
』
の
間
に
、
慶
長
御
写
本
『
山
槐
記
』
以
下
二
〇
部
の
古

記
録
が
本
来
あ
る
べ
き
（。
本
文
を
閲
す
る
に
、
成
立
年
代
特
定
の
鍵
が
、
巻
中
雑
類
の

「
満
文
輯
韻 

二
十
一
冊
」
だ
。
先
に
見
た
と
お
り
同
書
は
文
化
十
三
年
成
立
、
文

政
三
年
上
呈
、
同
四
年
収
書
ゆ
え
、
本
目
録
は
須
く
文
政
四
年
以
降
の
成
立
た
る
べ
き
で

あ
る
。
さ
す
れ
ば
、
3
の
御
家
部
・
国
書
部
清
書
本
が
存
せ
ぬ
か
ら
確
証
こ
そ
な
い
け
れ

ど
も
、『
重
訂
目
録
』
の
編
集
の
成
果
と
見
る
の
が
妥
当
か

（
11
（

。
と
も
か
く
も
、
3
と
（
は

恰
も
好
し
有
無
相
補
う
の
で
あ
る
。

5
は
、
図
書
寮
に
蔵
さ
れ
る
も
の
で
（
函
架
番
号
451
－
51
『
楓
山
文
庫
御
書
籍
目
録
』

（
11
（

（、

元
治
元
（
一
八
六
四
（
〜
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
（
の
、
江
戸
幕
府
最
後
の
書
目
編
集
に

繋
る
。
四
三
冊
。
す
で
に
陳
べ
た
と
お
り
、
図
書
寮
本
は
そ
の
清
書
本
と
さ
れ
る
（
詳
し

く
は
中
村
「
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
楓
山
文
庫
御
書
籍
目
録
』
に
つ
い
て
」
に
就
け
（。

な
お
内
閣
文
庫
に
も
明
治
の
転
写
本
一
本
が
あ
る
（
請
求
番
号
219
－
0193
（。
ま
た
、
宮
内

公
文
書
館
蔵
『
秘ひ

か
く閣

図と
し
ょ書

目も
く
ろ
く

録
』（
識
別
番
号 

7
0
0
3
（
〜
7
0
0
（
（
（

（
11
（

は
角
書
に

「
明
治
改
正
」
と
あ
る
5
の
改
訂
版
だ
が
、
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
ム
も
少
な
い
上
、
内
容
面
で
は

劣
化
コ
ピ
ー
に
や
や
増
補
し
た
に
過
ぎ
ず
、
史
料
的
価
値
は
低
い
。

（
は
、
内
閣
文
庫
に
三
本
、
図
書
寮
に
一
本
が
蔵
さ
れ
る
が
、
そ
の
共
通
の
祖
本
は
内

閣
文
庫
の
大
学
校
旧
蔵
の
六
冊
本
で

（
11
（

、
第
六
冊
末
、
星
野
恒
博
士
の
識
語
に
、「
右
ハ
、

元
楓
山
本
大
史
江
引
渡
ニ
付
、
桜
井
某
江
相
渡
候
書
目
之
扣
（
朱
丸
印
「
星
野
」（」
と
あ

り
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
（
二
月
二
十
二
日
、
紅
葉
山
御
文
庫
の
蔵
書
が
大
学
か
ら
大

史
局
に
所
管
が
変
っ
た

（
1（
（

の
に
際
し
て
、
星
野
博
士
が
引
渡
目
録
の
控
と
し
て
作
成
し
た
こ

と
が
分
か
る
。
大
史
局
に
渡
っ
た
そ
の
親
本
（
原
本
（
の
行
方
は
知
れ
な
い
。
他
二
本
は

そ
れ
ぞ
れ
農
商
務
省

（
11
（

と
教
部
省

（
1（
（

の
写
で
、
前
者
は
一
冊
に
合
冊
し
、
後
者
は
中
四
冊
を
欠

き
存
第
一
・
六
冊
。
そ
の
他
内
務
省
も
明
治
七
年
に
目
録
を
写
す
が
（『
太
政
類
典
』
第

二
編
第
四
五
巻
（、
存
否
未
詳
。
図
書
寮
本
（
函
架
番
号
102
－
178
（

（
11
（

は
大
正
十
二
年
（
一

九
二
三
（
写
。
こ
の
目
録
は
、『
元
治
目
録
』
と
分
類
が
や
や
異
な
り
、
明
治
に
入
っ
て

か
ら
度
々
動
い
て
い
る
ら
し
い
御
文
庫
本
の
、
明
治
三
年
段
階
で
の
管
理
状
況
を
反
映
す

る
も
の
と
思
し
い
。
な
お
、
一
応
国
書
と
四
部
・
附
存
と
分
類
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、

整
然
と
し
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
寧
ろ
ぐ
ず
ぐ
ず
で
あ
る
。
こ
の
目
録
は
必
要
に
迫
ら
れ

☆各ラベル・貼紙の内容
Ａ「集八号」 ⎱

⎰←『明治廿三年図書録』第17号附属「古
文書目録二〈在来之分〉」に対応Ｂ「集八號」

Ｃ 物品標示票 ←図書寮時代のもの
Ｄ「17」 ←倹飩の（函架ごとの）通し番号
Ｅ「在第百一號上」 ←移管時の在来本番号
Ｆ「集部拾一番」 ←『紅葉山文庫書目』に対応
Ｇ 長方形ラベルを剥がした上に

楕円ラベル「な /（（/（朱）1」
（「（0（/73」に書替え）

←
楕円ラベルは大正函号（『帝室和漢
図書目録』）に現函号（『和漢図書分
類目録』）を上書き

〈図１〉404-73　『朱子大全文集』の倹飩（その1）の貼紙

Ａ

Ｇ

Ｂ （↑鍵）
Ｃ

（↓金具） （↓金具）

Ｄ

（0（
73

Ｅ Ｆ

　

別
集
類　

九
十
五
冊
内

晦
菴
文
集　

五
十
冊
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て
実
態
を
露
に
し
た
も
の
だ
か
ら
、
保
管
・
移
管
を
考
え
る
上
で
は
却
っ
て
大
変
参
考
に

な
る
。
見
て
い
て
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
時
の
番
号
が
、
実
際
図
書
が
保
管
さ
れ
て
い
る

倹
飩
の
貼
紙
と
一
致
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
晦
菴
文
集
」
と
の
貼
紙
の
あ

る
倹
飩
（
上
段
図
1
（
に
は
『
朱
子
大
全
文
集
』（
函
架
番
号
404
－
73
。
書
名
変
更
さ
る
（

が
そ
の
ま
ま
入
っ
て
い
て
、
蓋
に
「
集
部
拾
一
番
」
と
の
貼
紙
が
あ
る
が
、『
紅
葉
山
文

庫
書
目
』
の
第
五
冊
、
集
部
一
一
番
に
は
果
し
て
「
晦
菴
文
集
」
と
あ
る
の
だ

（
11
（

。

さ
て
1
と
（
は
別
に
し
て
、
2
、
3
・
（
、
5
の
四
（
三
（
種
は
、
幕
府
自
身
の
編
集

に
繋
る
が
、
2
と
3
〜
5
と
で
目
録
そ
の
も
の
の
〝
整
然
性
〟
に
大
き
な
差
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
は
、
こ
の
間
に
編
集
態
度
が
が
ら
り
と
変
っ
た
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
お
り
、
実

に
興
味
深
い
。

な
お
、
こ
の
他
に
『
文
化
三
年
丙
寅
十
二
月
以
来
新
収
書
目
』（『
化
政
新
収
書
目
』

『
新
収
書
目
通
覧
抄
』（
な
る
も
の
も
あ
っ
て
（
内
閣
文
庫
蔵
、
請
求
番
号
218
－
150
（、
福

井
氏
に
よ
り
翻
印
せ
ら
れ
て
い
る

（
11
（

。
3
・
（
と
5
と
の
間
を
繋
ぐ
、
補
遺
・
増
補
的
な
側

面
が
強
い
よ
う
で
、
目
録
編
集
の
谷
間
の
様
子
を
垣
間
見
ら
れ
る
好
史
料
。
ま
た
、
幕
初

の
蔵
書
に
つ
い
て
は
、
林
羅
山
の
『
御ご

ほ
ん本

日に
っ
き記

』
が
、
貴
重
書
に
つ
い
て
は
、
近
藤
重
蔵

『
楓
山
貴
重
書
目
』
や
田た

な
か
み
つ
あ
き

中
光
顕
『
古
芸
余
香
』

（
11
（

（
う
ち
楓
山
本
を
扱
っ
た
部
分
（
が
そ
れ

ぞ
れ
参
考
に
な
る
。

四
、
幕
末
・
明
治
期
の
紅
葉
山
御
文
庫
─
─
各
論
（
2
（

江
戸
幕
府
が
斃
れ
、
江
戸
城
が
明
渡
さ
れ
る
と
、
幕
府
の
図
書
館
た
る
紅
葉
山
御
文
庫

も
新
政
府
に
接
収
せ
ら
れ
た

（
11
（

。
こ
れ
を
は
じ
め
大
学
校
（
大
学
（
が
、
次
で
明
治
三
年

（
一
八
七
〇
（
二
月
大
史
局
が
（
前
述
（、
翌
年
同
局
廃
止
に
伴
い
式
部
寮
が
管
し
、
さ
ら

に
そ
の
翌
年
に
は
歴
史
課
（
後
に
修
史
局
、
修
史
館
と
改
称
改
組
（
に
属
す
る
こ
と
と

な
っ
た
（『
明
治
史
要
』
な
ど
（。
こ
の
よ
う
に
転
々
と
す
る
の
に
加
え
─
─
さ
ら
に
悪
い

こ
と
に
は
─
─
紅
葉
山
御
文
庫
の
蔵
書
は
政
府
の
蔵
書
と
し
て
各
官
庁
等
に
貸
出
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
明
治
六
年
に
官
衙
の
集
ま
る
皇
居
（
旧
江
戸
城
西
の
丸
（
が
焼
け
た
と
き
、

貸
出
さ
れ
て
い
た
一
部
の
図
書
が
烏
有
に
帰
し
た
の
で
あ
る

（
11
（

。

と
こ
ろ
で
、
紅
葉
山
御
文
庫
は
皇
居
西
地
区
、
現
在
乾
通
り
と
よ
ば
れ
て
い
る
道
の
西

側
の
、
宮
内
庁
総
合
倉
庫
（
や
や
南
側
（
の
あ
た
り
に
建
っ
て
い
た
。
明
治
初
期
の
姿
を

伝
え
る
貴
重
な
写
真
が
次
頁
の
図
2
だ
。

図
2
は
蜷

に
な
が
わ川

式の
り
た
ね胤

等
『
旧

き
ゅ
う
え
ど
じ
ょ
う
し
ゃ
し
ん
ち
ょ
う

江
戸
城
写
真
帖
』（
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
。
列
品
番
号

Ｐ
－
419
（
第
三
六
図
に
見
え
る
紅
葉
山
御
文
庫
周
辺
の
写
真
で
あ
る

（
11
（

。
建
物
に
「
紅
葉
山

文
庫
」
と
墨
書
注
記
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｂ
に
拡
大
し
た
、
左
端
の
建
物
が
明
治
四
年
当
時

の
書
庫
だ
（
図
3
に
明
治
六
年
「
皇
居
之
図
」
を
も
と
に
し
た
建
物
の
配
置
図
を
示
し
た

が
、
図
2
－
Ａ
と
図
3
と
を
見
比
べ
れ
ば
確
か
だ
と
容
易
に
理
解
さ
れ
よ
う
（。

図
3
よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に
、
明
治
六
年
時
点
で
は
、「
土
蔵
」
と
表
現
さ
れ
る
蔵
は

全
部
で
五
棟
で
あ
る
。
福
井
氏
の
整
理
に
よ
る
と

（
11
（

、
紅
葉
山
の
「
御
宝
蔵
」
区
域

（
1（
（

に
は
、

嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
（
段
階
で
、
書
庫
四
棟
（
う
ち
一
棟
は
納
戸
蔵
と
兼
用
（、
具
足

蔵
二
棟
、
鉄
砲
蔵
一
棟
の
七
棟
で
構
成
さ
れ
る
べ
き
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
位
置
・
用

途
等
に
つ
い
て
も
不
明
な
点
や
歴
代
の
絵
図
と
の
矛
盾
も
多
い

（
11
（

。

さ
て
、
明
治
八
年
四
月
の
「
皇
居
之
図
」（
国
立
公
文
書
館
蔵
。「
公
文
附
属
の
図
第
二

八
号
」。
請
求
番
号 

附
Ａ
0
0
0
2
（
1
0
0
（
を
見
る
と
、
既
に
図
3
で
い
う
土
蔵
Ｅ

が
失
わ
れ
て
い
る
が

（
11
（

、
他
の
建
物
は
従
前
ど
お
り
の
よ
う
だ
。
ま
た
明
治
十
一
年
や
十
三

年
、
十
四
年
に
紅
葉
山
御
文
庫
の
曝
書
の
た
め
吏
員
の
坂
下
門
通
行
に
際
し
届
出
が
あ
り

（『
公
文
録
』
明
治
十
一
年
第
九
巻
・
同
明
治
十
三
年
第
一
八
一
巻
・
同
明
治
十
四
年
第
四
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巻
・『
太
政
類
典
』
第
四
編
第
一
〇
巻
な
ど
（、
か
つ
御
文
庫
の
窓
銅
戸
の
紛
失

（
11
（

な
ど
が
話

題
に
な
っ
て
い
る
か
ら
（『
公
文
録
』
明
治
十
一
年
第
九
巻
・
同
明
治
十
二
年
第
五
巻
（、

土
蔵
Ｅ
を
除
く
建
物
と
書
物
は
こ
の
当
時
従
前
ど
お
り
と
み
て
よ
い
。

と
こ
ろ
で
こ
の
間
明
治
十
二
年
十
一
月
中
旬
に
御
文
庫
の
地
所
建
物
が
太
政
官
正
院
か

ら
宮
内
省
に
移
管
さ
れ
て
い
る
が
、
先
ん
じ
て
太
政
官
書
記
官
局
記
録
部
か
ら
修
史
館
に

「
楓
山
文
庫
」

（
11
（

が
交
付
さ
れ
（『
太
政
類
典
』
第
三
編
第
四
巻
（、
次
で
宮
内
省
が
「
楓
山

文
庫
構
内
」
に
建
物
を
設
け
て
い
る
（
同
（。

そ
し
て
明
治
十
七
年
六
月
後
半
、
皇
居
造
営
に
際
し
て
「
紅
葉
山
下
御
文
庫
」
返
附
に

つ
き
宮
内
省
か
ら
内
閣
書
記
官
局
に
照
会
が
あ
り
、
同
年
十
一
月
二
十
九
日
に
修
史
館
よ

り
内
閣
書
記
官
局
に
「
悉
皆
運
搬
相
済
」
し

（
11
（

「
引
払
」
っ
た
と
報
告
さ
れ
た
（『
公
文
録
』

明
治
十
七
年
第
一
七
六
巻
（。
こ
の
時
、
空
の
土
蔵
五
棟
を
引
渡
す
と
の
文
言
が
あ
り
、

先
に
述
べ
た
明
治
六
年
時
点
で
の
「
土
蔵
」
五
棟
と
一
致
す
る
が
、
既
に
土
蔵
Ｅ
は
失
わ

〈
図
2
－
Ａ
〉『
旧
江
戸
城
写
真
帖
』
第
三
六
図
（
全
体
）

〈
図
2
－
Ｂ
〉
紅
葉
山
御
文
庫
部
分
拡
大
（
上
図
左
端
部
分
）
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い
う
訳
に
は
ゆ
か
ぬ
よ
う
だ
が
─
─
大
略
江
戸
時
代
以
来
の
も
の
を
用
い
て
い
た
と
結
論

し
て
よ
か
ろ
う
。
福
井
氏
が
『
紅
葉
山
文
庫
』
で
さ
ら
り
と
お
書
き
の
と
こ
ろ
を
追
え
ば

こ
の
よ
う
で
あ
る
。

な
お
蛇
足
な
が
ら
、「
土
蔵
」
が
悉
皆
取
壊
さ
れ
て
後
、
跡
地
は
「
女
嬬
部
屋
」
等
の

れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
機
能
は
そ
れ
以
前
に
同
一
敷
地
内
の
い
ず
れ
か
の
建
物

が
担
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
明
治
八
年
の
図
が
誤
っ
て
い
る
の
か
。
こ
れ

は
依
然
謎
で
あ
る
。

以
上
よ
り
、
明
治
十
七
年
以
前
、
紅
葉
山
御
文
庫
の
建
物
は
─
─
全
く
そ
の
ま
ま
と

国立公文書館蔵「公文附属の図・12号 皇居之図」（明治（年5月25日，請求番
号：本館 -2Ａ -030-03・附Ａ00012100）により作製。括弧のない名称はこの公
文書の記載のまま。

建物の位置・大きさこそ違えど，この敷地の形状は，正徳頃から現在までほ
とんど変化がない。ことに上の地図と現在では全く変化が見られない。

☆各建物の比定。
Ａ） 「土蔵」。正徳・安政図「御具足蔵」，化政図「御召御具足蔵」に相当。
Ｂ） 「土蔵」。正徳図「御書物蔵」，化政図「東御書物蔵」・安政図「御書物置」

に相当。
Ｃ） 「土蔵」。正徳図に「御書物蔵」とある位置に立地。
Ｄ） 「土蔵」。化政図「｛御納戸 / 御書物｝蔵」（安政図名称不記）。
Ｅ） 「土蔵」。正徳・安政図「御鉄砲蔵」「御具足蔵」，化政図「新御書物蔵」「数

御具足蔵」の位置に立地（各図2棟あり）。「新書物蔵」の可能性がある。
Ｆ） 明治（図名称不記。化政図「御宝蔵番所」（正徳の「上番所」に相当）。
Ｇ） 明治（図名称不記。正徳・安政図「番所」，化政図「御書物会所」。
Ｈ） 明治（図名称不記。もと敷地外にあった，化政図「御具足蔵」，安政図「御宮

物置」か。
Ｉ） 「入口」。
I'） 正徳図「くら御門」，化政図「御宝蔵入口門」，現在の「局門」の位置。明治

（図には門あり。
Ｊ） 明治（図名称不記。化政図「御宝蔵入口番所」，安政図「番所」か。
Ｋ） 「紅葉山下御門」。正徳・安政図同然。
Ｌ） 明治（図名称不記。正徳図「道」。現「乾通り」。
Ｍ） 明治（図名称不記。化政図「御三家休息所」（正徳・安政図もほぼ同）に相当

か。
Ｎ） 明治（図名称不記。紅葉山霊廟の下御供所と役僧部屋に相当か（正徳・化政

図）。
Ｏ） 明治（図名称不記。安政図の「御門跡御部屋」に相当か。

※ 正徳図＝「正徳四甲午六月紅葉山惣指図」（東京都立図書館），化政図＝「紅
葉山図」（国立国会図書館），安政図＝「楓山図」（東京大学附属図書館），明
治（図＝「公文附属の図・12号 皇居之図」（国立公文書館），明治（図＝「公
文附属の図・2（号 皇居之図」（国立公文書館）

土
蔵

（
下
道
灌
堀
（

土
蔵

土
蔵

土
蔵

（霊廟エリア）

Ｅ

Ｊ

Ｎ

紅葉山下御門

Ｄ

土蔵

（蓮池堀）

I
I'

こ
の
建
物
が
写
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る

入口

Ｂ

Ｍ

Ｋ

Ｃ

Ｌ（乾通り）

Ｇ

Ｈ

Ｆ

Ａ

Ｏ

撮影
方向

〈図３〉明治6年紅葉山御文庫周辺模式図

←
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敷
地
の
一
部
と
な
り

（
11
（

、
現
在
で
は
宮
内
庁
女
子
職
員
宿
舎
の
敷
地
の
一
部
等
と
な
っ
て
い

る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
乾
通
り
に
面
し
た
所
謂
局つ

ぼ
ね
も
ん

門
は
「
御
宝
蔵
入
口
門
」
の
位

置
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
史
部
に
続
く
（

注（
1
（　
『
書
陵
部
紀
要
』
六
七
（
二
〇
一
六
年
（「
彙
報 〔
図
書
課
関
係
〕
八　

組
織
変
更
」
参
照
。

（
2
（　

本
目
録
に
関
し
て
は
、
中
村
一
紀
「
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
楓
山
文
庫
御
書
籍
目
録
』
に

つ
い
て
」（『
日
本
歴
史
』
七
一
五
、
二
〇
〇
七
年
（
を
参
照
。

（
3
（　

移
管
時
の
目
録
と
し
て
は
、『
明
治
二
十
三
年
図
書
録
』（
識
別
番
号 

乙
274
（
第
一
七
号

所
収
の
も
の
が
あ
る
。
目
録
自
体
の
内
容
は
、
平
井
芳
男
・
長
澤
孝
三
「
明
治
二
十
四
年
宮
内

省
に
移
管
し
た
内
閣
文
庫
本
に
つ
い
て
」（『
北
の
丸
』
一
三
、
一
九
八
〇
年
（
に
影
印
版
が
載

る
『
公
文
類
聚
』
第
一
四
編
巻
一
七
の
目
録
と
同
じ
。
但
、
今
回
は
、『
元
治
目
録
』
の
分
類

の
方
が
適
切
だ
と
判
断
し
た
場
合
、
移
管
時
の
分
類
よ
り
も
優
先
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
（
な

お
、
経
部
に
は
そ
の
よ
う
な
も
の
は
な
か
っ
た
（。

（
（
（　

こ
の
他
、
二
部
三
八
点
（『〈
欽
定
篆
文
〉
四
書
』『〈
欽
定
篆
文
〉
六
経
』（
が
御
文
庫
本

（『
元
治
目
録
』
に
い
う
『
篆
文
四
書
五
経
』（
に
当
り
そ
う
だ
が
、
確
証
は
な
く
、
後
考
を
期

し
た
い
。

（
5
（　
『
明
治
二
十
五
年

明
治
二
十
六
年
図
書
録
』（
識
別
番
号 

乙
276
（
第
一
二
号
。
な
お
、
そ
の
他
考
え
う
る
移

管
基
準
に
つ
き
、
平
井
・
長
澤
「
明
治
二
十
四
年
宮
内
省
に
移
管
し
た
内
閣
文
庫
本
に
つ
い

て
」
に
考
察
あ
り
。

（
（
（　

経
部
七
五
部
の
う
ち
二
部
は
、
そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
統
合
整
理
さ
れ
結
局
七
三
部
に
落
着
い

た
。
ま
た
表
に
は
明
治
二
十
四
年
よ
り
前
に
移
管
さ
れ
て
い
た
一
部
を
加
え
た
の
で
、
計
七
四

部
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
『
来
歴
志
』
所
載
二
六
部
は
統
合
整
理
を
経
て
現
在
二
五
部
で
あ
る
。

（
7
（　
『
附
釈
音
礼
記
註
疏
』
は
和
装
・
大
本
・
一
二
冊
。
文
禄
・
慶
長
頃
清
原
秀
賢
令
書
写
。

外
題
「
禮
記
註
疏
」、
内
題
「
附
釋
音
禮
記
註
疏
」
だ
が
、
冒
頭
に
「
禮
記
正
義
序
」
を
附
す

た
め
『
重
訂
目
録
』『
元
治
目
録
』『
来
歴
志
』
で
「
礼
記
正
義
」
と
し
て
著
録
さ
れ
（
そ
の
判

断
自
体
は
正
し
い
（、
外
題
と
『
来
歴
志
』
所
載
書
名
と
の
相
違
か
ら
『
来
歴
志
』
著
録
書
と

認
定
で
き
ず
移
管
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
と
推
す
る
。
な
お
『
来
歴
志
』
で
は
蔵
書
印
に
つ
い

て
朱
方
印
「
清
原
／
秀
賢
」
を
宣
賢
に
誤
り
、
朱
壺
印
「
清
原
」（
首
冊
首
（
と
黒
八
角
印

「
司
天
台
」
下
の
朱
長
方
印
（「
天
師
明
経
儒
」
ヵ
（
を
見
落
し
て
お
り
、
ま
た
影
写
本
で
も
な

い
。
ち
な
み
に
当
該
書
は
、『
来
歴
志
』
で
は
「
別
本
」
扱
い
だ
が
、『
元
治
目
録
』
本
文
で
は

別
本
扱
い
で
は
な
い
（「
別
本
」
と
さ
れ
る
の
が
影
足
利
本
（。
こ
の
齟
齬
は
『
重
訂
目
録
』
以

来
の
こ
と
で
あ
る
。

（
（
（　
『
周
易
伝
義
大
全
』
の
書
誌
は
以
下
の
と
お
り
（
法
量
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
蔵
書
印
の

丸
囲
み
数
字
は
図
書
寮
叢
刊
『
書
陵
部
蔵
書
印
譜
』（
上
・
下
（
に
よ
る
。
以
下
同
（。

　

宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
。
函
架
番
号
401
－
13
。
線
装
・
縦
長
本
・
一
三
冊
。
明
・
胡
広

等
撰
、
朝
鮮
前
期
刊
。
香
色
卍
繋
文
表
紙
30
・
5
×
1（
・
5
（
五
ッ
目
綴
（。
左
肩
無
辺
題
簽
墨

書
「
周
易
傳
義
大
全
〈
一
（
〜
廿
三
之
四
／
終
（〉」
1（
・
0
×
3
・
（
。
内
題
「
周
易
傳
義
大
全

巻
之
一
（
〜
二
十
四
（」。
四
周
双
辺
有
界
10
行
22
字
、
2（
・
0
×
1（
・
（
。
注
小
字
双
行
、
句
点

あ
り
。
墨
・
朱
書
入
あ
り
。
尾
題
「
周
易
傳
義
大
全
巻
之
一
（
〜
二
十
四
（」。
文
之
玄
昌
識
語

「
文
禄
癸
巳
之
春
、
予
偶
行
於
一
浦
、
遇
自
朝
鮮
而
来
帰
者
之
齎
持
経
史
〈
〻
〻
、〉
紛
失
而
無

全
一
部
者
、
其
中
有
周
易
伝
義
大
全
三
冊
、
予
即
求
之
、
至
於
他
邦
、
又
求
一
二
冊
、
猶
未
足

者
、
令
人
写
之
、
爾
来
研
朱
点
之
、
焚
香
誦
之
恒
兀
〻
、
以
窮
七
年
矣
、
且
復
忘
其
膚
浅
、
妄

加
倭
点
、
吁
我
不
才
、
未
得
於
辞
、
況
於
通
意
乎
、
所
謂
蚍
蜉
撼
樹
、
精
衛
填
海
之
比
、
而
多

見
其
不
知
量
也
、
後
之
人
、
与
我
同
志
者
、
校
之
正
之
幸
也
、
／
（
低
1
格
（
慶
長
四
年
己
亥

春
二
月
吉
辰
、
此
時
在
城
州
伏
見
島
津
氏
邸
第
畢
功
矣
、（
隔
1
格
（
隅
州
正
興
文
之
玄
昌
書

之
、」（
第
一
一
冊
（。
惟
方
正
円
識
語
「
周
易
伝
義
首
巻
諸
篇
及
係
辞
以
下
、
予
雖
僭
偸
、
而

妄
加
倭
点
、
識
者
正
其
非
者
幸
也
、
／
寛
永
丁
卯
仲
冬
之
日
（
隔
2
格
（
惟
方
正
円
書
」（
第

一
冊
（・「
周
易
伝
義
大
全
、
吾
文
之
老
漢
、
加
倭
点
者
、
只
六
十
四
卦
、
而
不
及
繋
辞
以
下
、

与
首
巻
諸
篇
、
豈
非
闕
乎
、
予
雖
僭
偸
、
而
妄
加
倭
点
、
以
補
之
、
無
所
逃
罪
、
後
来
学
者
、

無
以
予
之
倭
点
、
誤
為
老
漢
之
倭
点
者
可
也
、
／
（
低
1
格
（
寛
永
四
年
丁
卯
仲
冬
之
日
、
海

西
破
衲
『（

挿
入
（

惟
方
』
正
円

（
朱
印
（

書
于
武
之
江
城
」（
第
一
三
冊
（。
惟
方
朱
筆
識
語
「
此
一
冊
、
倭
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点
正
円
加
之
、
莫
与
老
師
和
点
一
様
看
、」（
第
一
二
冊
、
墨
取
消
線
に
て
抹
消
（・「
此
一
冊
、

倭
点
正
円
漫
加
之
、
観
者
勿
做
老
師
之
点
、」（
第
一
三
冊
、
同
前
（。
第
七
冊
挟
込
み
一
紙

「
周
易
伝
義
／
十
三
冊
（
○
横

書

（　　
｛
ま
へ
三
所
／
破
一
丁
／
其
外
く
る
し
か
ら
す
｝」。
秘
閣

図
書
之
章
①
・
帝
室
図
書
之
章
⑤
・
朱
長
方
印
「
丁
好
徳
／
希
迪
章
」（
篆
文
陽
刻
（
3
・
0
×

2
・
3
。
図
書
寮
ラ
ベ
ル
。

（
（
（　
『〈
御
覧
〉
易
経
揆
一
』
の
書
誌
は
以
下
の
と
お
り
。

　

宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
。
函
架
番
号
401
－
52
。
線
装
・
縦
長
本
・
一
〇
冊
。
清
・
梁
錫

璵
撰
、
乾
隆
十
六
年
刊
。
黄
色
無
地
表
紙
2（
・
2
×
1（
・
3
（
二
本
取
康
煕
綴
（。
左
肩
双
辺
題

簽
「
易
経
揆
一 〈
共
十
本
〉
一
（
〜
十
（」（
印
刷
枠
内
墨
書
、「
共
十
本
」
は
首
冊
の
み
（
1（
・

（
×
3
・
1
。
朱
刷
封
面
。
清
高
宗
上
諭
（
乾
隆
十
四
・
正
・
二
（・
保
挙
・
高
宗
上
諭
（
乾
隆

十
六
・
閏
五
・
十
八
（・
凡
例
あ
り
（
い
ず
れ
も
版
式
本
文
同
然
（。
内
題
「
易
經
揆
一
巻
一
」。

四
周
双
辺
有
界
10
行
21
字
、
1（
・
（
×
12
・
7
。
尾
題
な
し
。
後
付
等
な
し
。
識
語
・
奥
書
等
な

し
。
毛
利
高
標
①
・
秘
閣
図
書
之
章
①
・
帝
室
図
書
之
章
⑤
・
朱
長
方
印
「
第
津
高
氏
監
藏
」

（
篆
文
陰
刻
（
3
・
3
×
2
・
3
。
図
書
寮
ラ
ベ
ル
。

（
10
（　

唐
人
の
も
の
か
。
さ
い
き
ん
、
こ
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
た
本
を
偶
々
見
つ
け
た
の
で
購
得

し
た
と
こ
ろ
、『〈
御
覧
〉
易
経
揆
一
』
同
様
首
冊
初
丁
右
隅
に
（
の
み
（
捺
さ
れ
て
い
た
。

『
万
充
宗
先
生
経
学
五
書
』
な
る
書
物
で
、
清
・
乾
隆
二
十
六
年
（
一
七
六
一
（
刊
の
五
経
の

注
釈
書
で
あ
る
。
な
お
図
書
寮
本
で
こ
の
蔵
書
印
の
捺
さ
れ
た
も
の
に
、『
三
経
附
義
』（
函
架

番
号
401
－
（（
（
お
よ
び
『
厳
太
僕
詩
集
』（
同
555
－
（3
（
が
あ
る
（
い
ず
れ
も
佐
伯
毛
利
本
で
、

捺
印
位
置
は
同
じ
（。
ま
た
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
『
竹
雲
題
跋
』（
乾
隆
三
十
二
年
序
（
に
も

こ
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
未
見
（。

（
11
（　
『
靧
菴
禮
經
藏
本
』
の
書
誌
は
以
下
の
と
お
り
。

　

宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
。
函
架
番
号
401
－
（0
。
線
装
・
半
紙
本
大
・
四
冊
。
康
煕
十
五

年
（
一
六
七
六
（
清
・
韓
千
秋
撰
、
詩
政
堂
刊
。
灰
茶
色
無
地
表
紙
22・（
×
15・（
。
左
肩
無
辺

黄
色
絹
題
簽
「
靧
菴
禮
經
藏
本　

孝
（
・
悌
・
忠
・
信
（」
17・
2
×
2・
（
。
封
面
、
康
煕
十
五

年
孫
〔
在
豊
○
康
煕

九
榜
眼
〕
序
・
韓
〔
応
恒
○
韓
千

秋
宗
侄
〕
序
・
施
〔
景
麟
○
杭
州
人
、
順
治

四
知
東
莞
県
事

〕
序
・
礼
経

篇
次
総
序
（
目
録
＋
撰
者
自
序
（
あ
り
。
内
題
「
禮
經
巻
一
（
〜
四
十
九
（」。
四
周
単
辺
有
界

11
行
22
字
、
1（
・
1
×
12
・
（
。
句
読
点
・
傍
点
・
圏
点
・
声
点
あ
り
。
注
小
字
双
行
。
版
心
白

口
単
黒
魚
尾
、
柱
題
「
靧
菴
禮
經
藏
本
」。
裴
後
述
（
跋
（ 

あ
り
。
秘
閣
図
書
之
章
①
・
帝
室

図
書
之
章
⑤
印
。
図
書
寮
ラ
ベ
ル
。
原
帙
入
。
な
お
、
図
書
カ
ー
ド
に
は
「
康
煕
十
九
年
木

版
」
と
あ
る
。

（
12
（　
『
七
経
孟
子
考
文
』
の
書
誌
は
以
下
の
と
お
り
。

　

宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
。
函
架
番
号
401
－
（1
。
和
装
・
大
本
・
三
二
冊
。
享
保
十
一
年

山
井
鼎
撰
。
縹
色
亀
甲
繋
飛
龍
文
艶
出
表
紙
2（
・
2
×
1（
・
5
（
二
本
取
、
綴
糸
紫
、
浅
葱
色
角

裂
存
（。
左
肩
双
辺
書
題
簽
「
七
経
孟
子
考
文
〈
周
易
上
（
〜
孟
子
下
（〉
一
冊
（
〜
三
十
二

冊
（」
1（
・
3
×
（
・
1
（
ヤ
ケ
痕
あ
り
（。
物
茂
卿
（
荻
生
徂
徠
（
享
保
十
一
年
正
月
十
五
日
序

（
墨
書
匡
郭
○
四
周
双

辺
有
界

内
墨
書
、
5
行
1（
字
、
朱
方
印
二
顆
押
捺
（・
凡
例
（
印
刷
匡
郭

○
四
周
双

辺
有
界

内
墨
書
、
（
行
20
字
（・
総
目
（
同
、
毎
半
（
行
（
各
行
字
数
不
定
（（
あ
り
。
本
文

書
式
四
周
双
辺
有
界
（
行
20
字
（
印
刷
匡
郭
内
墨
書
、「
疏
」「
経
」
等
白
抜
部
分
押
捺
（、
21
・

（
×
13
・
（
、
注
小
字
双
行
、
ま
ま
朱
筆
あ
り
（
補
遺
編
集
関
連
か
（。
秘
閣
図
書
之
章
①
③
・

帝
室
図
書
之
章
⑤
印
。
図
書
寮
ラ
ベ
ル
。
小
口
書
「
七
経
孟
子
考　

幾
」。

（
13
（　
『
図
書
寮
典
籍
解
題
漢
籍
篇
』
四
五
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
京
都
大
学
本
に
は
「
西
條
邸
図
書

記
」
の
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
大
阪
府
立
図
書
館
『
近
畿
善
本
展
觀
目
錄
』

（
一
九
三
三
年
（
三
七
ペ
ー
ジ
、
お
よ
び
京
都
大
学
Ｋ
Ｕ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（http://kuline.kulib.

kyoto-u.ac.jp/index.php?action=pages_view
_m

ain&
active_action=v3search_

view
_m

ain_init&
block_id=251&

tab_num
=0&

op_param
=srhRevT

agFlg%
3D

true
%

2（w
ords%

3D
%

25E（%
25B（%

25（3%
25E7%

25B5%
25（C%

25E5%
25A

D
%

25（F%
25

E5%
25A

D
%

25（0#catdbl-RB00012（（1

（
に
よ
る
（。
ま
た
、
京
都
大
学
本
は
も
と
狩
野
直

喜
博
士
の
蔵
書
で
あ
っ
た
ら
し
い
（
狩
野
『
支
那
學
文
藪
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
三
年
（

一
二
〇
ペ
ー
ジ
（。

（
1（
（　
『
七
経
孟
子
考
文
補
遺
』
は
（
山
井
鼎
原
撰
、（
享
保
十
四
年
荻
生
観
等
補
遺
。
福
井
氏
は

補
遺
の
清
書
本
が
内
閣
文
庫
に
存
す
る
と
書
い
て
い
る
が
（
請
求
番
号 

経
77
－
2
。
福
井
『
江

戸
幕
府
編
纂
物
』（
雄
松
堂
出
版
、
一
九
八
三
年
（
一
九
五
〜
九
九
ペ
ー
ジ
（、
同
書
は
果
し
て
、

『
日
記
』
同
日
条
に
、
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新
規
御
預
ケ

　

七
経
孟
子
考
文
補
遺
書
本　

三
十
二
冊
一
筥
、

浅
黄
土
佐
紙
表
紙
、
糸
紫
、

右
、
溜
塗
箪
笥
、
あ
か
か
ね
金
物
、
摺
板
二
枚
在
之
、

鎰
壱
本
相
添
、
右
御
書
物
由
緒
之
御
書
付
壱
通
共
ニ
受
取
之
、　
○
大
日
本

近
世
史
料

　

と
あ
る
傍
線
部
の
形
態
的
特
徴
に
合
致
す
る
（
傍
線
筆
者
（。
一
方
、
図
書
寮
に
も
明
治
二
十

二
年
以
前
に
移
管
さ
れ
た
ら
し
い
『
七
経
孟
子
考
文
補
遺
』
の
浄
書
本
一
本
を
有
す
る
が
（
函

架
番
号
554
－
（0
、
三
二
冊
（、
表
紙
が
絹
張
で
あ
る
な
ど
内
閣
文
庫
本
と
異
な
る
。
図
書
寮
本

は
大
序
を
欠
く
一
方
で
、
最
終
冊
尾
に
享
保
十
六
年
四
月
の
荻
生
観
識
語
を
有
す
る
（
内
閣
本

は
大
序
あ
り
、
末
尾
識
語
な
し
（。
な
お
、『
国
書
総
目
録
』
は
図
書
寮
本
を
原
本
、
内
閣
文
庫

本
を
「
享
保
一
六
版
写
」
と
す
る
。

（
15
（　
『
満
文
輯
韻
』
の
書
誌
は
以
下
の
と
お
り
。

　

宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
。
函
架
番
号
401
－
75
。
和
装
・
大
本
・
二
一
冊
（
含
散
誤
解
二

冊
（。
文
化
十
三
年
高
橋
景
保
撰
、
同
年
浄
書
。
黄
色
卍
繋
文
艶
出
表
紙
2（
・
1
×
1（
・
3
（
二

本
取
左
綴
、
浅
葱
色
角
裂
存
（。
右
肩
金
砂
子
無
辺
題
簽
墨
書
「
滿
文
輯
韻　

首
（
・
一
〜
二

十
六
（」
17
・
7
×
3
・
3
。
文
化
十
三
年
三
月
景
保
序
・
凡
例
（
と
も
に
四
周
双
辺
有
界
（
行

15
字
（
印
刷
枠
内
墨
書
（、
1（
・
7
×
1（
・
7
（・
目
録
（
同
各
行
字
数
不
定
（・「
十
二
字
頭
」

（
四
周
双
辺
無
界
毎
半
7
行
各
行
字
数
不
定
（
印
刷
匡
郭
内
墨
書
（
1（
・
5
×
1（
・
7
（。
内
題

「
滿
文
輯
韻
巻
之
一
（
〜
二
十
六
（」。
本
文
書
式
四
周
双
辺
有
界
毎
半
（
行
各
行
字
数
不
定

（
印
刷
匡
郭
内
墨
書
（
1（
・
（
×
1（
・
7
、
句
読
点
・
返
点
あ
り
、
◯攵
・
◯入
・
◯音
印
等
押
捺
、
間
々

小
字
双
行
、
ノ
ド
に
墨
書
丁
付
。
秘
閣
図
書
之
章
①
・
帝
室
図
書
之
章
⑤
印
。
図
書
寮
ラ
ベ
ル
。

首
冊
表
紙
ハ
リ
紙
痕
。
小
口
書
「
滿
文
輯
韻　

首
（
・
一
〜
十
八
（」。

　

□附
『
満
文
散
語
解
』：
和
装
・
大
本
・
二
冊
。
外
題
「
滿
文
散
語
解
上
（
下
（」（
題
簽
『
輯
韻
』

同
然
（。
内
題
「
滿
文
散
語
解
巻
之
上
（
下
（」。
序
（
書
式
『
輯
韻
』
序
同
然
（
目
録
（
書
式

散
語
解
本
文
同
然
（・
本
文
（
四
周
双
辺
無
界
毎
半
（
行
各
行
字
数
不
定
（
印
刷
匡
郭
内
墨
書
（

1（
・
5
×
1（
・
7
（。
小
口
書
「
滿
文
散
語
解
上
（
下
（」。

（
1（
（　

移
管
時
は
別
々
に
著
録
す
る
が
（『
明
治
二
十
三
年
図
書
録
』（、
具
体
的
な
時
期
は
未
詳

な
が
ら
、『
帝
室
和
漢
図
書
目
録
』（
宮
内
省
、
一
九
一
六
年
（
で
は
す
で
に
統
合
整
理
さ
れ
て

い
る
。

（
17
（　

増
訂
本
の
書
誌
は
以
下
の
と
お
り
。

　

宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
。
函
架
番
号
401
－
75
。
和
装
・
大
本
・
一
一
冊
。
高
橋
景
保
撰
、

文
政
十
一
年
写
（
未
完
（。
黄
色
雷
文
繋
龍
丸
文
艶
出
表
紙
2（
・
7
×
1（
・
（
（
二
本
取
康
煕
綴
（。

左
肩
打
付
書
「
增
訂
滿
文
輯
韻 

一
（
〜
十
（」（
但
、
第
一
〇
・
一
一
冊
外
題
な
し
（。
内

題
「
增
訂
滿
文
輯
韻
巻
之
一
（
〜
十
三
（」。
四
周
双
辺
有
界
（
印
刷
（、
毎
半
（
行
（
各
行
字

数
不
定
（
1（
・
（
×
1（
・
（
、
◯攵
・
◯入
・
◯音
・
◯注
印
押
捺
の
他
墨
書
。
注
小
字
双
行
、
間
々
片
仮

名
傍
訓
あ
り
。
柱
「
增
訂
滿
文
輯
韻
（
※
（　
〔
満
字
部
立
〕　

幾
（
丁付

（」（
※
初
丁
の
み
「
巻

之
幾
」
を
記
す

冊
あ

り
。
（。
尾
題
な
し
。
各
冊
尾
浄
書
日
を
記
す
─
─
①
「
丁
亥
辜
念
六
」（
文
政
十
・
十
一
・
二

十
六
（、
②
③
な
し
、
④
「
戊
子
如
念
五
繕
写
畢
」（
文
政
十
一
・
二
・
二
十
五
（、
⑤
「
戊
子

晩
春
念
二
浄
書
成
」（
文
政
十
一
・
三
・
二
十
二
（、
⑥
「
戊
子
仲
呂
念
一
浄
書
成
」（
文
政
十

一
・
四
・
二
十
一
（、
⑦
「
戊
子
中
夏
望
日
浄
書
成
」（
文
政
十
一
・
五
・
十
五
（
⑧
「
戊
子
皐

念
九
」（
文
政
十
一
・
五
・
二
十
九
（、
⑨
「
戊
子
林
鐘
念
八
」（
文
政
十
一
・
六
・
二
十
八
（、

⑩
「
戊
子
菊
月
朔
旦
浄
書
成
」（
文
政
十
一
・
九
・
一
朝
（、
⑪
「
戊
子
十
月
初
八
日
浄
書
畢
」

（
文
政
十
一
・
十
・
八
（。
秘
閣
図
書
之
章
①
・
帝
室
図
書
之
章
⑤
印
。
図
書
寮
ラ
ベ
ル
。
首
冊

表
〻
紙
「
廿
六
番
」（
朱
筆
（
の
ハ
リ
紙
。
小
口
書
あ
り
─
─
①
〜
⑦
冊
次
と
満
字
部
立
、
⑧

〜
⑪
冊
次
の
み
。

（
1（
（　

こ
れ
に
つ
き
、
呉
秀
三
『
シ
ー
ボ
ル
ト
先
生
』（
吐
鳳
堂
書
店
、
一
九
二
六
年
（
所
載
の

景
保
か
ら
の
押
収
品
リ
ス
ト
に
は
、「
一
、
満
文
輯
韻 

一
冊
。」
と
見
え
る
（
甲
篇
二
三
九

ペ
ー
ジ
（。「
一
冊
」
な
の
が
解
せ
ぬ
が
。

（
1（
（　

森
潤
三
郎
『
紅
葉
山
文
庫
と
書
物
奉
行
』（
昭
和
書
房
、
一
九
三
三
年
（
四
二
六
ペ
ー
ジ
。

な
お
呉
氏
も
見
解
を
同
じ
う
す
る
（『
シ
ー
ボ
ル
ト
先
生
』
甲
篇
七
七
〇
ペ
ー
ジ
（。

（
20
（　
『
礼
記
正
義
』
の
書
誌
は
以
下
の
と
お
り
。

　

宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
。
函
架
番
号
401
－
（（
。
和
装
・
大
本
・
三
五
冊
。
香
色
無
地
表

紙
2（
・
（
×
1（
・
（
（
康
煕
綴
、
角
裂
存
（。
左
肩
単
辺
刷
題
簽
「
禮
記
正
義　

一
二
（
六
十
九

七
十
（」（
但
、
巻
数
は
墨
書
（
1（
・
2
×
3
・
2
。
内
題
「
禮
記
正
義
巻
第
一
（
〜
巻
第
七
十
（」

（
尾
題
同
然
（。
無
辺
無
界
（
行
15
字
、
字
高
20
・
2
、
注
小
字
双
行
、
書
入
等
な
し
。
影
足
利
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学
校
宋
紹
煕
刊
本
。
各
冊
末
影
写
者
名
を
記
す
（
第
一
〜
一
三
冊
「
吉
田
直
躬
謄
」、
第
一
四

〜
二
四
・
三
五
冊
「
杉
浦
吉
統
謄
」、
第
二
五
〜
三
四
冊
「
竹
内
道
生
謄
」（。
尾
冊
後
遊
紙
2

オ
林
衡
識
語
「
礼
記
正
義
七
十
巻
、
宋
紹
煕
年
間
槧
本
、
蔵
在
下
野
足
利
学
校
、
其
本
毎
巻
記

上
杉
安
房
守
憲
実
寄
進
、
又
記
足
利
学
校
公
用
、
字
端
刻
精
、
実
罕
遘
也
、
甲
寅
春
奉
／
旨
択

書
手
、
以
影
鈔
之
、
迨
丙
辰
春
始
竣
功
、
点
画
位
置
皆
依
其
旧
、
不
差
毫
髪
、
其
或
有
螙
蝕
残

缺
、
輙
照
万
暦
刻
本
補
之
、
但
第
三
十
三
巻
至
第
四
十
巻
、
原
本
久
佚
、
豊
後
僧
一
華
者
、
嘗

写
別
本
足
之
、
今
審
其
紙
墨
亦
数
百
年
外
物
、
因
併
謄
校
上
、
／
（
行
末
（
大
学
頭
臣
林
衡
謹

記
」、
同
後
見
返
ハ
リ
紙
杉
山
精
一
識
語
「
宋
紹
煕
板
礼
記
正
義
、
現
存
足
利
学
矣
、
永
享
中

管
領
上
杉
安
房
守
憲
実
之
所
置
、
希
世
之
宝
冊
也
、
寛
政
六
年
、
大
学
頭
林
衡
奉
（
隔
1
格
（

旨
、
令
選
善
書
者
謄
写
、
八
年
三
月
竣
功
、
装
釘
三
十
五
本
、
呈
（
隔
1
格
（
覧
、
享
和
二
年

十
二
月
収
儲
、
／
（
低
10
格
（
書
写
人
名
／
（
行
末
（
火
鎮
役
戸
田
大
学
寄
騎
吉
田
与
四
郎
直

躬
／
（
行
末
（
能
勢
甚
四
郎
組
徒
士
杉
浦
庄
兵
衛
吉
統
／
（
行
末
（
掘　

求
馬
組
徒
士
竹
内
十

吉
道
生
／
右
為
後
証
、
天
保
十
二
年
辛
丑
七
月
凉
曝
之
暇
杉
山
精
一
識
、」。
秘
閣
図
書
之
章

①
・
帝
室
図
書
之
章
⑤
印
。
図
書
寮
ラ
ベ
ル
。

（
21
（　
『
四
書
白
文
』
の
書
誌
は
以
下
の
と
お
り
。

　

宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
。
函
架
番
号
506
－
32
。
線
装
・
特
大
本
・
八
冊
。〔
姜
立
綱
〕

写
。
茶
色
無
地
表
紙
（5
・
0
×
2（
・
3
（
紫
糸
二
本
取
五
ッ
目
綴
（。
左
肩
浅
葱
色
吉
祥
文
絹
双

辺
書
題
簽
「
論
語
上
（
・
論
語
下
・
大
學
全
・
中
庸
全
・
孟
子
巻
一
之
四
・
孟
子
巻
五
之
八
・
孟

子
巻
九
之
十
一
・
孟
子
巻
十
二
之
十
四
（」
2（
・
（
×
5
・
（
。
内
題
「
論
語
巻
上
（
・
下
（」「
大

學
」「
中
庸
章
句
」「
孟
子
巻
之
幾
」。
四
周
双
辺
無
界
7
行
12
字
、
2（
・
（
×
22
・
3
（
匡
郭
墨

書
（。
句
読
・
声
点
の
朱
丸
・
節
冒
頭
の
朱
大
丸
押
捺
。
柱
な
し
。
尾
題
「
論
語
巻
上
（
・
下

終
（」「
大
學
終
」「
中
庸
章
句
終
」「
孟
子
巻
之
幾
」。
王
世
貞
識
語
「
故
姜
太
僕
立
綱
書
此
四

子
全
文
、
句
読
各
有
圏
甚
精
、
当
是
／
先（

双
擡
（朝

春
宮
進
読
本
也
、
結
法
円
熟
端
勁
妙
、
不
可
言
初

見
絶
、
以
為
沈
度
学
士
書
、
徐
覚
其
沈
磔
処
、
小
露
鋒
鎩
、
乃
敢
定
姜
筆
、
噫
嘻
今
両
制
、
諸

君
不
復
能
弁
此
矣
、
呉
郡
王
世
貞
題
（
○
朱
印
二

顆
省
略

（」。
趙
用
賢
識
語
「
語
孟
中
庸
大
学
、
今
世

誦
習
編
天
下
、
然
善
本
亦
不
易
得
、
当
由
『（

補
入
（

披
玩
』
為
常
則
精
好
、
難
継
学
者
、
不
無
臨
文
之

嘆
、
此
帙
乃
張
幼
于
所
蔵
、
弇
山
先
生
鍳
定
、
以
為
姜
太
常
筆
、
姜
書
法
出
沈
学
士
度
、
為

（
平
出
（

（
隔
1
格
（
本
朝
両
制
、
楷
則
或
病
其
体
多
同
、
而
格
力
不
揚
然
、
是
書
頗
病
、
譌
偽
太
常
、

此
本
如
宿
学
老
儒
、
雖
姿
宇
不
至
峻
茂
、
而
厳
正
可
畏
、
一
展
巻
間
、
令
人
神
暢
義
融
法
言
、

琅
〻
若
聖
賢
在
目
、
余
謬
以
為
唯
与
太
常
書
、
為
合
作
耳
、
呉
郡
趙
用
賢
謹
識
（
○
朱
印
二

顆
省
略

（」。

秘
閣
図
書
之
章
①
・
帝
室
図
書
之
章
⑤
・
方
印
「
王
泰
／
吉
印
」（
篆
・
陽
、
四
周
双
辺
（
1
・

3
×
1
・
3
（
見
返
は
黒
印
、
題
簽
に
朱
印
の
上
に
黒
印
を
再
捺
し
た
も
の
あ
り
（。
図
書
寮
ラ

ベ
ル
。
小
口
書
「
和
合
」。
箱
外
法
50
・
7
×
35
・
1
、
箱
書
「
四
書
白
文
明
姜
立
綱
書
八
本
」。

（
22
（　

張
ち
ょ
う
よ
う
う

幼
于
と
は
明
の
三
張
の
ひ
と
り
張

ち
ょ
う
け
ん
よ
く

献
翼
の
こ
と
。
そ
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
林
恵
一

「
張
幼
于
論
」（『
書
陵
部
紀
要
』
二
〇
、
一
九
六
八
年
（
参
照
。

（
23
（　

福
井
保
『
紅
葉
山
文
庫
』（
郷
学
舎
、
一
九
八
〇
年
（
一
二
五
ペ
ー
ジ
。

（
2（
（　

大
庭
「
東
北
大
学
狩
野
文
庫
架
蔵
の
御
文
庫
目
録
」（『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀

要
』
三
、
一
九
七
〇
年
（・
同
『〈
江
戸
時
代
に
お
け
る
〉
唐
船
持
渡
書
の
研
究
』（
関
西
大
学

東
西
学
研
究
所
、
一
九
六
七
年
（
一
一
五
〜
一
一
六
ペ
ー
ジ
・
同
『〈
江
戸
時
代
に
お
け
る
〉

中
国
文
化
受
容
の
研
究
』（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
四
年
（
一
八
六
〜
二
〇
五
ペ
ー
ジ
。

（
25
（　

鶴
見
大
学
図
書
館
本
『
官
庫
書
籍
目
録
』
の
書
誌
は
以
下
の
と
お
り
。

　

鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
。
請
求
記
号
029.8 

/
Ｋ
。
和
装
・
中
本
・
六
冊
。〔
江
戸
後
期
〕
写
。
香
色

表
紙
20
・
3
×
13
・
0
。
左
肩
打
付
書
「
官
庫
書
籍
目
録　

幾
」（
最
終
冊
の
み
冊
次
を
欠
く
（、

各
冊
内
容
を
外
題
右
に
書
く
。
無
辺
無
界
毎
半
（
行
（
各
行
字
数
不
定
（。
各
冊
墨
付
①
（7
②

3（
③
（（
④
72
⑤
（（
⑥
3（
（
内
①
〜
⑤
は
扉
各
一
丁
を
含
む
（。
朱
長
方
印
「
鶴
見
大
學
／
圖
書

館
藏
」（
篆
文
陽
刻
（、
①
〜
⑤
各
扉
裏
・
⑥
初
丁
裏
に
登
録
番
号
黒
ス
タ
ン
プ
押
捺
、
鶴
見
大

学
図
書
館
ラ
ベ
ル
。
な
お
同
館
に
よ
れ
ば
、
昭
和
五
九
年
購
入
と
い
う
。
そ
れ
以
前
の
来
歴
は

不
明
。
ま
た
、
早
く
も
一
九
九
五
年
に
同
館
編
集
発
行
の
『
日
本
の
書
目
』
で
写
真
と
略
書
誌

が
紹
介
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
2（
（　

新
井
白
石
記
念
館
の
設
立
を
応
援
す
る
会
編
集
・
発
行
、
二
〇
一
六
年
。
解
説
一
二
九
〜

七
〇
ペ
ー
ジ
、
影
印
一
七
三
〜
二
三
六
ペ
ー
ジ
。

（
27
（　
『
桜
田
御
文
庫
と
新
井
白
石
』
二
三
四
ペ
ー
ジ
。

（
2（
（　
『
御
書
物
方
留
牒
』
享
保
元
年
六
月
八
日
条
に
、「
一
、
桜
田
御
本
・
御
小
納
戸
御
本
、
不

レ
残
御
目
録
認
差
上
ケ
候
様
ニ
、
小
笠
原
主
膳
殿
被
二
仰
聞
一
候
、
依
レ
之
、
右
之
御
本
控
共
不 
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レ
残
金
兵
衛
方
え
致
二
持
参
一
候
、」
と
あ
る
、
そ
れ
に
当
る
の
だ
ろ
う
（
但
、
十
日
条
に
「
御

小
納
戸
御
書
物
目
録
弐
冊
」
と
あ
る
の
に
注
意
（。
な
お
研
究
史
上
、
桜
田
御
文
庫
本
の
目
録

作
成
は
同
年
（
正
徳
六
＝
享
保
元
年
（
と
さ
れ
て
お
り
（
福
井
『
紅
葉
山
文
庫
』
四
一
ペ
ー

ジ
（、
こ
れ
を
指
す
も
の
と
思
し
い
。

（
2（
（　
『
日
記
』
正
徳
六
年
六
月
十
三
日
条
に
「
今
日
よ
り
、
御
目
録
ト
御
箪
笥
引
合
改
申
候
、

冊
数
な
と
の
違
ハ
、
付
札
い
た
し
候
様
ニ
申
付
候
、」
云
々
と
あ
り
、
月
光
院
へ
の
貸
出
し
記

録
に
せ
よ
、
吟
味
云
々
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
注
記
は
も
と
付
札
だ
っ
た
も
の
を
写
取
っ
た
と
み

て
よ
か
ろ
う
。

（
30
（　

延
宝
八
年
の
目
録
に
関
連
す
る
史
料
と
し
て
、
人
見
竹
洞
「
紅
葉
山
御
書
庫
日
録
」
が
夙

に
知
ら
れ
て
い
る
（
樋
口
秀
雄
「
人
見

友
元
記
「
紅
葉
山
御
書
籍
日
録
」（『
典
籍
』
第
一
八
号
、
一

九
五
五
年
（・
福
井
『
紅
葉
山
文
庫
』
八
九
〜
九
〇
ペ
ー
ジ
（。
福
井
氏
は
『
紅
葉
山
文
庫
』
で

こ
れ
を
林
鳳
岡
の
日
記
と
す
る
が
、「
余
」（
記
主
（
と
「
林
直
民
」（「
直
民
」
は
鳳
岡
の
字
（

と
が
明
ら
か
に
別
人
で
、『
竹
洞
全
集
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、
請
求
記
号
145
－
（（
（
に
収
め

ら
れ
て
い
る
以
上
、
竹
洞
の
日
記
と
み
る
の
が
穏
当
。
こ
の
点
『
江
戸
幕
府
編
纂
物
』
に
て
修

正
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
注
意
（
同
一
五
〇
ペ
ー
ジ
（。

（
31
（　

森
氏
に
よ
れ
ば
、「
昌
平
坂
學
問
所
に
下
賜
又
は
寄
附
の
書
名
を
錄
す
」
と
い
う
（
森

『
紅
葉
山
文
庫
と
書
物
奉
行
』
二
五
〇
ペ
ー
ジ
（。

（
32
（　
『
重
訂
目
録
』
の
書
誌
は
以
下
の
と
お
り
。

　

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
。
請
求
番
号
219
－
0185
。
和
装
・
大
本
・
三
一
冊
。
天
保
七
年
（
一

八
三
六
（
写
。
黄
色
小
葵
文
艶
出
表
紙
2（
・
3
×
1（
・
（
（
二
本
取
、
浅
葱
色
菱
文
角
裂
存
（。

左
肩
双
辺
題
簽
「
重
訂
御
書
籍
目
録
」（
印
刷
枠
内
墨
書
（
20
・
2
×
3
・
5
、
中
央
上
部
双
辺

副
題
簽
（
・
2
×
11
・
5
。
内
題
「
重
訂
御
書
籍
目
録
巻
之
一
（
〜
十
三
（」（
子
部
ま
で
（。
四

周
双
辺
無
界
毎
半
5
行
（
各
行
字
数
不
定
（（
注
：
彙
刻
部
の
み
四
周
双
辺
有
界
毎
半
10
行

（
各
行
字
数
不
定
（（、
注
小
字
双
行
（
間
々
三
行
（、
印
刷
匡
郭
内
墨
書
。
各
丁
（
袋
（
間
紙
入
。

蔵
書
印
「
日
本
政
府
圖
書
」「
淺
草
文
庫
」。
古
分
類
ラ
ベ
ル
・
新
旧
内
閣
文
庫
ラ
ベ
ル
・「
類

書
」
ラ
ベ
ル
。
表
〻
紙
右
下
「
乙
」（
第
一
〜
一
五
冊
（・「
甲
」（
第
一
六
〜
三
一
冊
（
の
朱
字
。

小
口
書
「
重
訂
御
書
籍
目
録
」。
四
帙
入
。
内
容
細
目
三
七
ペ
ー
ジ
表
1
の
と
お
り
。

（
33
（　

福
井
『
紅
葉
山
文
庫
』
九
四
ペ
ー
ジ
。

（
3（
（　

大
日
本
近
世
史
料
『
御
書
物
方
日
記　

八
』「
重
訂
楓
山
書
籍
目
録
」
例
言
。

（
35
（　

図
書
寮
本
の
書
誌
は
以
下
の
と
お
り
。

　

宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
。
函
架
番
号
101
－
132
。
和
装
・
大
本
・
三
冊
。
近
代
写
。
丁
子

引
表
紙
23
・
（
×
1（
・
（
。
左
肩
双
辺
題
簽
「〈
重
訂
〉
楓
山
御
書
籍
目
録　

上
（
・
中
・
下
（」。

内
題
「
重
訂
楓
山
御
書
籍
目
録
」。
無
辺
無
界
毎
半
10
行
（
各
行
字
数
不
定
（。
尾
題
「
重
訂
楓

山
御
書
籍
目
録
巻
上
（
・
中
・
下
（
終
」。
奥
書
等
な
し
。
朱
方
印
「
春
翠
／
文
庫
」（
楷
書
陽

刻
（
2
・
（
×
2
・
（
（
中
島
仁
之
助
（・
図
書
寮
Ｃ
印
。
図
書
寮
ラ
ベ
ル
。

（
3（
（　

と
こ
ろ
で
、
（
は
文
政
十
一
年
収
書
の
『〈
増
訂
〉
満
文
輯
韻
』（
一
一
冊
（
を
載
せ
ぬ
。

単
に
同
書
が
未
完
の
ゆ
え
か
も
し
れ
ず
、
こ
れ
を
以
て
（
の
成
立
を
文
政
十
一
年
よ
り
前
に
繋

け
る
の
は
早
計
で
は
あ
る
が
、
そ
の
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
て
お
く
必
要
は
あ
ろ
う
。

（
37
（　
『
元
治
目
録
』
の
書
誌
は
以
下
の
と
お
り
。

　

宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
。
函
架
番
号
451
－
51
。
和
装
・
大
本
四
三
冊
。
江
戸
末
期
写
。

黄
色
小
葵
艶
出
表
紙
2（
・
1
×
1（
・
7
（
浅
葱
色
角
裂
存
（。
左
肩
双
辺
題
簽
「〈
元
治
／
増
補
〉

御
書
籍
目
録
」（
印
刷
枠
内
墨
書
（
1（
・
7
×
3
・
3
、
中
央
上
部
双
辺
副
題
簽
（
印
刷
枠
内
墨

書
（
（
・
（
×
11
・
1
。
目
録
本
文
四
周
双
辺
無
界
毎
半
5
行
（
各
行
字
数
不
定
、
印
刷
匡
郭
内

墨
書
（
22
・
（
×
15
・
2
（
彙
刻
類
：
四
周
双
辺
有
界
毎
半
10
行
（
各
行
字
数
不
定
（、
来
歴

志
：
四
周
双
辺
無
界
10
行
2（
字
、
始
末
記
：
四
周
双
辺
無
界
10
行
23
字
（。「
統
」
字
闕
筆
（
避

孝
明
天
皇
御
諱
（。
各
丁
（
袋
（
間
紙
入
。
宮
内
省
図
書
印
②
。
図
書
寮
ラ
ベ
ル
。

　

な
お
、
細
目
に
つ
い
て
は
三
八
ペ
ー
ジ
表
2
の
と
お
り
。

　

ま
た
、
本
書
は
『
帝
室
図
書
目
録
』（
一
八
八
九
年
、
宮
内
省
（
上
巻
「
書
目
」
の
項
に

「
元
治

増
補
書
籍
目
録
渥
美
忠
篤
等
撰

写
本

　

一
〔
部
〕
四
三
〔
冊
〕」（〔　

〕
内
引
用
者
補
（
と
著
録
さ
る
。

（
3（
（　

宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
蔵
。
識
別
番
号 

7
0
0
3
（
〜
7
0
0
（
（
（
旧
函
号

102
－
131
（。
和
装
・
大
本
・
一
〇
冊
。
明
治
期
写
。
宮
内
公
文
書
館
の
簿
冊
情
報
で
は
「
文
学

御
用
掛
編　

明
治
写
」
と
い
い
、「
侍
講
局
」
を
作
成
部
局
と
す
る
（
前
者
は
『
和
漢
図
書
分

類
目
録
』
を
踏
襲
か
（。

　

な
お
本
書
は
、『
帝
室
図
書
目
録
』
上
巻
「
書
目
」
の
項
に
「
明
治

改
正
秘
閣
図
書
目
録
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内
閣
図
書
課
撰

写
本

　

一
〔
部
〕
一
〇
〔
冊
〕」（〔　

〕
内
引
用
者
補
（
と
著
録
さ
る
。

（
3（
（　

旧
大
学
本
の
書
誌
は
以
下
の
と
お
り
。

　

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
。
請
求
番
号
219
－
182
。
和
装
・
大
本
五
冊
＋
半
紙
本
一
冊
（
共
六

冊
（。
明
治
三
年
写
。
香
色
無
地
表
紙
2（
・
3
×
1（
・
0
（
第
一
〜
五
冊
（、
23
・
3
×
17
・
0
（
第

六
冊
（。
左
肩
無
辺
題
簽
墨
書
「
紅
葉
山
文
庫
書
目
」
1（
・
2
×
3
・
7
（
題
簽
末
、
書
名
下
に

「
一
（
〜
六
（」
の
鉛
筆
書
（。
内
題
な
し
（
但
、
各
冊
の
分
類
内
容
を
冒
頭
に
記
す
。
第
三
冊

「
改
正
学
問
所
書
目
」
と
あ
り
（。
四
周
単
辺
有
界
、
毎
半
5
行
（
各
行
字
数
不
定
（。
第
六
冊

の
み
昌
平
学
校
罫
紙
使
用
（
四
周
単
辺
有
界
1（
・
0
×
1（
・
3
（。
朱
符
号
（
丸
（
あ
り
。
寄
合

書
。
尾
題
な
し
。「
統
」
字
闕
筆
（
避
孝
明
天
皇
御
諱
（。
各
冊
内
容
：
①
国
書
②
経
部
③
史
部

④
子
部
⑤
集
部
⑥
附
存
。
奥
書
「
右
ハ
、
元
楓
山
本
大
史
江
引
渡
ニ
付
、
桜
井
某
江
相
渡
候
書

目
之
扣
（
朱
丸
印
「
星
野
」（」。
蔵
書
印
「
日
本
政
府
圖
書
」「
内
閣
文
庫
」「
淺
草
文
庫
」（
各

冊
（、「
大
學
校
圖
書
之
印
」「
紅
葉
山
本
」（
第
三
冊
の
み
（、「
書
籍
館
印
」「
星
野
」（
第
六
冊

の
み
。
後
者
表
〻
紙
、
奥
書
末
押
捺
の
も
の
と
同
じ
（。
内
閣
文
庫
新
旧
ラ
ベ
ル
（
古
い
ラ
ベ

ル
を
剥
が
し
た
痕
あ
り
（。
小
口
書
「
紅
葉
山
文
庫
書
目
」。
表
〻
紙
「
共
六
」
の
墨
書
。
第
六

冊
表
〻
紙
函
号
下
札
。

　
　

※　

 

な
お
冊
次
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
本
来
の
順
序
に
従
う
。
す
な
わ
ち
、
現
在
で
は
第

六
冊
「
附
存
部
」
が
半
紙
本
と
ひ
と
回
り
小
さ
い
の
で
（
お
そ
ら
く
管
理
上
の
措
置
と

し
て
（
第
六
冊
を
一
冊
目
と
す
る
（
ラ
ベ
ル
も
斯
く
改
め
ら
る
（。

（
（0
（　
『
太
政
類
典
草
稿
』
第
一
五
巻
、
官
制
、
文
官
職
制
一
。
同
第
一
六
巻
、
官
制
、
文
官
職

制
二
。
同
第
二
七
巻
、
官
制
、
官
庁
制
置
一
。
同
第
二
八
巻
、
官
制
、
官
庁
制
置
二
。

（
（1
（　

旧
農
商
務
省
本
の
書
誌
は
以
下
の
と
お
り
。

　

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
。
請
求
番
号
219
－
183
。
和
装
・
大
本
・
一
冊
。
明
治
前
期
写
。
香

色
無
地
表
紙
2（
・
（
×
1（
・
2
。
左
肩
双
辺
題
簽
「
紅
葉
山
文
庫
書
目　

全
」（
印
刷
枠
内
墨
書
（

1（
・
7
×
3
・
（
。
内
題
「
紅
葉
山
文
庫
書
目
」。
無
辺
無
界
毎
半
13
行
（
各
行
字
数
不
定
（。
朱

符
号
、
鉛
筆
書
入
あ
り
。
尾
題
「
紅
葉
山
文
庫
〇
〇
部　

終
」。
国
書
・
経
・
史
・
子
・
集
・

附
存
の
六
部
分
類
（
各
部
扉
裏
に
目
録
「
紅
葉
山
文
庫
書
目
捷
覧
」
を
附
す
（。
本
奥
書
「「
右

ハ
、
元
楓
山
本
大
史
江
引
渡
ニ
付
、
桜
井
某
江
相
渡
候
書
目
之
扣
（
朱
丸
印
影
「
星
野
」（」。

蔵
書
印
「
農
商
務
省
圖
書
」（
上
に
「
消
印
」
押
捺
（「
太
政
官
文
庫
」「
内
閣
文
庫
」。
内
閣
文

庫
新
旧
ラ
ベ
ル
・
古
「
和
書
門
」
ラ
ベ
ル
。
小
口
書
「
紅
葉
山
文
庫
書
目　

全
」。
表
〻
紙
函

号
下
札
。

「
農
商
務
省
図
書
」
印
の
使
用
期
間
が
明
治
十
四
年
四
月
〜
同
二
十
年
ま
で
と
さ
れ
る
の
で

（『
改
訂

増
補
内
閣
文
庫
蔵
書
印
譜
』（
一
九
八
一
年
、
国
立
公
文
書
館
（（、
書
写
年
代
も
概
ね
そ
の

期
間
に
収
ま
ろ
う
。

（
（2
（　

旧
教
部
省
本
（「
楓
山
書
目
」
と
し
て
登
録
せ
ら
る
（
の
書
誌
は
以
下
の
と
お
り
。

　

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
。
請
求
番
号
219
－
190
。
仮
綴
・
大
本
・
二
冊
（
存
第
一
・
六
冊
（。

明
治
期
写
。
洋
厚
紙
表
紙
27
・
3
×
20
・
0
。
左
端
打
付
書
「
楓
山
書
目　

壹
（
〜
六
（」、
外
題

右
に
「
国
書
ノ
部
（
附
存
ノ
部
（」
と
墨
書
。
内
題
な
し
。
四
周
双
辺
有
界
毎
半
（
行
（
各
行

字
数
不
定
（
20
・
（
×
1（
・
5
（
神
祇
官
罫
紙
に
墨
書
（。
奥
書
等
な
し
。
蔵
書
印
「
神
祇
官
文

庫
印
」「
教
部
省
文
庫
印
」「
圖
書
局
文
庫
」「
日
本
政
府
圖
書
」。
内
閣
文
庫
新
旧
ラ
ベ
ル
、
古

「
和
書
門
」
ラ
ベ
ル
（
赤
斜
線
に
て
抹
消
（、
内
務
省
図
書
ラ
ベ
ル
（
第
一
冊
の
み
（。
表
〻
紙

右
隅
「
共
六
冊
」
と
墨
書
、
そ
れ
を
朱
線
に
て
抹
消
し
「
二
巻
之
内
」
と
朱
書
。
第
一
冊
表
〻

紙
ハ
リ
紙
「〈
共
弐
本
〉
／
百
一
」（
墨
書
（、
同
函
号
下
札
。

（
（3
（　

図
書
寮
本
の
書
誌
は
以
下
の
と
お
り
。

　

宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵
。
函
架
番
号
102
－
178
。
和
装
・
大
本
・
六
冊
。
大
正
十
二
年
内

閣
文
庫
本
謄
写
。
茶
色
無
地
表
紙
2（
・
（
×
1（
・
3
。
左
肩
双
辺
題
簽
「
紅
葉
山
文
庫
書
目
」

（
印
刷
枠
内
墨
書
（
20
・
（
×
（
・
（
。
内
題
な
し
（
但
、
各
冊
の
分
類
内
容
を
冒
頭
に
記
す
。

第
三
冊
「
改
正
学
問
所
書
目
」
と
あ
り
（。
無
辺
無
界
毎
半
10
行
（
各
行
字
数
不
定
（。
朱
筆
書

入
れ
あ
り
。
各
冊
内
容
：
①
国
書
②
経
部
③
史
部
④
子
部
⑤
集
部
⑥
附
存
。
本
奥
書
「「
右
ハ
、

元
楓
山
本
大
史
江
引
渡
ニ
付
、
桜
井
某
江
相
渡
候
書
目
之
扣
（
朱
丸
印
影
「
星
野
」（」。
宮
内

省
図
書
印
①
印
（
ま
た
、
旧
大
学
本
の
蔵
書
印
「
浅
草
文
庫
」「
紅
葉
山
本
」
の
印
影
を
写
す
（。

図
書
寮
ラ
ベ
ル
。
各
冊
表
〻
紙
右
端
「
共
六
」
墨
書
。

（
（（
（　

参
考
ま
で
に
『
紅
葉
山
文
庫
書
目
』
当
該
部
を
掲
ぐ
（
第
五
冊
（。

　
　

集
部
十
一
番
別
集
類

　
　
　

晦
菴
文
集　
　
九
十
五
冊
内
五
十
冊
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（
（5
（　
〔
福
井
保
〕「
文
化
三
年
丙
寅
十
二
月
以
来
新
収
書
目
（
翻
印
（」（『
北
の
丸
』
一
〇
、
一

九
七
八
年
（。
な
お
『
化
政
新
収
書
目
』
は
、
和
装
・
半
紙
本
・
一
冊
、
田
安
徳
川
家
・
農
商

務
省
旧
蔵
。

（
（（
（　

図
書
寮
の
善
本
を
扱
っ
た
貴
重
書
解
題
で
あ
る
（
市
島
謙
吉
「
幕
府
の
蔵
書
は
如
何
に
取

扱
は
れ
た
か
」（『
図
書
館
雑
誌
』
一
四
三
号
、
一
九
三
一
年
（（。
函
架
番
号
102
－
142
、
一
一
冊
。

（
（7
（　

こ
れ
よ
り
先
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
（
に
御
書
物
奉
行
が
廃
止
さ
れ
、
御
書
物
方
同
心

も
昌
平
坂
学
問
所
支
配
と
な
る
が
、そ
の
時
を
以
て
御
文
庫
の
廃
止
と
見
る
向
き
も
あ
る
（『
日

本
大
百
科
全
書
』「
紅
葉
山
文
庫
」（
福
井
保
（（。

（
（（
（　

な
お
、
こ
の
時
の
焼
失
図
書
に
つ
い
て
は
、
福
井
保
「
明
治
六
年
秘
閣
焼
失
書
目
」（『
北

の
丸
』
七
、
一
九
七
六
年
（
に
詳
し
い
。

（
（（
（　

画
像
は
、「
東
京
国
立
博
物
館
画
像
検
索
」　
（http://w

ebarchives.tnm
.jp/im

gsearch/ 
show

/C0030（（2

（
に
よ
る
。

（
50
（　

福
井
『
紅
葉
山
文
庫
』
一
三
〜
一
四
ペ
ー
ジ
。

（
51
（　

区
域
全
体
を
指
し
て
「
御
宝
蔵
」
と
呼
ぶ
（
図
書
寮
文
庫
蔵
『
江
戸
城
修
覆
持
場
絵
図
』

（
文
政
七
年
、
函
架
番
号
277
－
503
（（。

（
52
（　

森
氏
の
指
摘
の
如
く
、
紅
葉
山
の
絵
図
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
お
ら
ぬ
（『
紅
葉
山
文
庫
と

書
物
奉
行
』
二
一
二
ペ
ー
ジ
（。
そ
れ
で
も
管
見
に
入
っ
た
紅
葉
山
な
い
し
は
御
文
庫
の
図
と

し
て
は
、『
紅
葉
山
総
絵
図
』（
江
戸
東
京
博
物
館
蔵
、『
大
江
戸
と
洛
中
』
一
四
六
ペ
ー
ジ
。

江
戸
後
期
（、『
紅
葉
山
惣
絵
図
』（
同
館
蔵
、
同 

一
四
七
ペ
ー
ジ
。
江
戸
後
期
（、『
江
戸
城
惣

郭
地
図
』（
同
館
蔵
、
同 

一
四
八
ペ
ー
ジ
。
江
戸
後
期
（、『
江
戸
城
修
覆
持
場
絵
図
』（
前
掲
。

図
書
寮
文
庫
蔵
（、『
皇
居
造
営
録
（
紅
葉
山
取
調
（
明
治
十
五
年
』
附
図
（
宮
内
公
文
書
館
蔵
、

識
別
番
号 

4344
。
明
治
十
五
年
（、『
紅
葉
山
図
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、
請
求
記
号
819
－
11
。

同
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
て
画
像
閲
覧
可
。「
御
宝
蔵
地
区
」
に
つ
い
て
は
森
著
書
口

絵
に
「
紅
葉
山
宝
蔵
構
内
図
」
と
し
て
復
刻
。
旧
幕
府
引
継
書
（、『
楓
山
図
』（
東
京
大
学
附

属
図
書
館
蔵
、
請
求
記
号 

鴎
Ｇ
2（
：
1（
、
鴎
外
文
庫
、
森
潤
三
郎
旧
蔵
（、『
紅
葉
山
総
絵
図
』

（
東
京
大
学
附
属
図
書
館
蔵
、
請
求
記
号
Ｕ
（0
：
1582
、
南
葵
文
庫
旧
蔵
（、『
正
徳
四
甲
午
六
月

紅
葉
山
惣
指
図
』（
東
京
都
立
図
書
館
蔵
、
請
求
記
号 

東
6175
－
（
。
大
日
本
近
世
史
料
『
書
物

奉
行
日
記
四
』
図
版
（『
江
戸
城
紅
葉
山
図
』（
東
京
都
立
図
書
館
蔵
、
請
求
記
号 

木
1（
－
2

－
5
（、『
江
戸
城
紅
葉
山
図
』（
同
館
蔵
、
請
求
記
号 

木
1（
－
1
－
3
（、『
公
文
附
属
の
図
』

一
二
号
お
よ
び
二
八
号
「
皇
居
之
図
」（
国
立
公
文
書
館
蔵
、
請
求
番
号 

附
Ａ

0
0
0
1
2
1
0
0
・
附
Ａ
0
0
0
2
（
1
0
0
（
が
あ
る
。

（
53
（　

こ
の
図
を
信
用
す
れ
ば
、『
公
文
録
』
に
い
う
土
蔵
五
棟
は
、
図
3
の
Ａ
〜
Ｅ
の
全
て
で

は
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
火
災
で
焼
け
た
と
い
う
よ
り
、
紅
葉
山
一
帯
の
再
利
用
（
再
開

発
？
（
に
伴
う
撤
去
等
の
結
果
か
と
推
す
る
（
皇
居
火
災
な
ら
立
地
上
─
─
Ｅ
は
「
御
宝
蔵
」

地
区
の
中
央
に
位
置
す
る
─
─
他
の
建
物
も
焼
け
て
い
て
し
か
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
皇
居
火

災
で
焼
け
た
図
書
は
福
井
氏
の
計
上
を
信
ず
れ
ば
約
五
％
に
も
満
た
ず
（
福
井
「
明
治
六
年
秘

閣
焼
失
書
目
」
お
よ
び
同
『
紅
葉
山
文
庫
』
三
二
・
一
三
三
〜
一
三
四
ペ
ー
ジ
（、
土
蔵
ひ
と

つ
焼
け
た
量
と
は
言
い
難
い
か
ら
だ
（。
な
お
、
明
治
一
五
〜
一
七
年
参
謀
本
部
陸
軍
測
量
局

「
五
千
分
一
東
京
図
」
に
は
土
蔵
Ｅ
の
位
置
に
建
物
（
土
蔵
か
は
不
明
（
が
見
え
る
た
め
明
治

八
年
図
が
誤
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
、
注
意
を
要
す
る
。

（
5（
（　

ち
な
み
に
こ
の
文
庫
窓
銅
戸
紛
失
は
二
階
の
窓
だ
と
い
い
、
二
階
建
て
だ
っ
た
と
い
う
文

庫
の
構
造
（
福
井
『
紅
葉
山
文
庫
』
一
五
ペ
ー
ジ
・
前
掲
図
2
（
と
一
致
す
る
点
に
も
注
意
。

（
55
（　

修
史
館
に
交
付
さ
れ
た
も
の
が
本
な
の
か
建
物
な
の
か
は
よ
く
分
か
ら
ぬ
が
、
そ
の
後
の

経
過
か
ら
す
る
と
そ
の
両
方
か
。

（
5（
（　
『
公
文
録
』
明
治
十
六
年
第
一
六
巻
に
い
う
旧
紅
葉
山
御
文
庫
本
国
書
の
「
乾
門
内
文
庫
」

に
移
転
と
い
う
の
が
そ
れ
に
相
当
す
る
の
だ
ろ
う
。

（
57
（　
『
皇
居
御
造
営
諸
建
物
其
他
明
細
図
－
宮
城
内
総
図
之
部
』（
宮
内
公
文
書
館
蔵
、
識
別
番

号
（
1
3
（
（
（。
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〈表１〉『重訂御書籍目録』（内閣文庫蔵，請求番号219-185）総目� ※注（32）
冊 分類 内　　　　　容
1 〔漢籍〕 凡例・総目
2

経部
易類・書類・詩類・礼類・楽（書）類・春秋類・孝経類

3 経総類・四書類・小学類

（

史部

正史類・編年類・紀事本末類・別史類・雑史類・詔奏類・実録類・伝記類・譜牒類・史抄類・載記類・
時令類

5 職官類・政書類・吏務類・目録類・史評類
（ 地理類上
7 地理類下
（

子部

儒家類・兵家類・法家類・農家類
（ 医家類
10 天文算法類・術数類・藝術類・譜録類・雑家類
11 類書類・小説類・釈家類・道家類
12

集部
楚辞類・別集類上

13 別集類下・餘集類
1（ 総集類・閏集類・制科藝類・賦類・詩文評類・詞曲類・四六類・尺牘啓箋類
15 附存部 演義類・雑記類・雑劇類・韓人著撰類・満文類・蛮書類
1（

彙刻類

子部1
17 子部2
1（ 子部3
1（ 子部（
20 子部5
21 子部（
22 子部7
23 子部（
2（ 子部（
25 子部10
2（ 子部11
27 子部12
2（ 集部1
2（ 集部2
30 集部3
31 集部（
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〈表２〉『楓山文庫御書籍目録』（『〈元治増補〉御書籍目録』，函架番号451-51）総目� ※注（37）
冊 分類 内　　　　　容
1 四部 凡例・総目
2 御家部 凡例・目録・御事蹟類・日記類・故事類・諸家譜類・寺院類・地理類・外国類
3 国書部上冊 凡例・目録・神書類・帝紀類・家記類・公事類・律令類・官位類・氏族類・天文類・地理類・詩文類
（ 国書部下冊 和歌類・仮名類・管絃類・武家類・軍記類・医書類・仏書類・雑類・附録類

5
御家部番外 御文書類・御書物類・朝鮮書翰・同御返翰・琉球書翰・同御返翰〈同箱形・案〉
国書部番外 古文書類・諸書物類

（
経部

易類・書類・詩類・礼類・楽書類・春秋類・孝経類
7 経総類・四書類・小学類

（

史部

正史類・編年類・紀事本末類・別史類・雑史類・詔奏類・実録類・伝記類・譜牒類・史抄類・載記
類・時令類

（ 職官類・政書類・吏務類・目録類・史評類
10 地理類上
11 地理類下
12

子部

儒家類・兵家類・法家類・農家類
13 医家類
1（ 天文算法類・術数類・藝術類・譜録類・雑家類
15 類書類・小説類・釈家類・道家類
1（

集部
楚辞類・別集類上

17 別集類下・餘集類
1（ 総集類・閏集類・制科藝類・賦類・詩文評類・詞曲類・四六類・尺牘啓箋類
1（ 附存部 演義類・雑記類・雑劇類・韓人著撰類・満文類
20

彙刻類

御家部・国書部
21 彙刻書目総目・経部・史部
22 子部1
23 子部2
2（ 子部3
25 子部（
2（ 子部5
27 子部（
2（ 子部7
2（ 子部（
30 子部（
31 子部10
32 子部11
33 子部12
3（ 集部1
35 集部2
3（ 集部3
37 集部（
3（

来歴志

来歴志上
3（ 来歴志下
（0 御家部
（1 国書部
（2 御家部外品目録
（3 始末記



（ 3（ ）

【
表
の
見
方
】

本
来
、
目
録
と
は
分
類
ご
と
に
排
列
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
四
部
分
類
以
下
は
、
利
用

や
図
書
寮
に
お
け
る
整
理
・
管
理
状
況
へ
の
理
解
の
便
を
考
え
て
、
函
架
番
号
（Call 

N
um

ber

（
順
に
排
列
し
た
。
各
欄
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

○　

現　

行　

書　

名　
　

現
在
『
和
漢
図
書
分
類
目
録
』
お
よ
び
そ
れ
に
基
く
「
書
陵

部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
」（U

RL

：http://toshoryo.kunaicho.

go.jp/

（
所
載
の
も
の
。「
一い

ち
め
い名

（A
nother N

am
e

（」・「
附

つ
け
た
り（

員
数
外
の
附
属
物

等
（」
を
附
載
。

○　

刊　
　
　
　
　

写　
　

刊
本
・
写
本
の
別
と
、
そ
の
年
代
等
。
括
弧
内
は
そ
れ
に
加

え
て
記
述
す
べ
き
事
項
。

○　

員　
　
　
　
　

数　
　

形
態
の
違
う
も
の
に
つ
い
て
は
合
計
を
記
し
て
あ
る
（
た
と

え
ば
（7
巻
１
冊
の
場
合
「
（（
（
点
（」（。

○　

御
書
籍
目
録

⃝

　

書
名　
　

現
行
書
名
と
異
な
る
場
合
が
多
い
た
め
著
録
。

⃝

　

分
類　
　
『
元
治
目
録
』
で
の
分
類
。

○　

来
歴
志
所
載　
　
『
来
歴
志
』
所
載
の
有
無
。

○　

収

書

年

次　
　

各
図
書
の
紅
葉
山
御
文
庫
へ
の
収
書
年
次
（
一
部
未
確
定
・

推
測
等
あ
り
（。

○　

登

録

番

号　
　

各
図
書
の
登
録
番
号
（
通
称
「
台

帳
番
号
」
（。

○　

引
継
時
号
数　
　

内
閣
記
録
局
よ
り
引
継
い
だ
際
の
、「
在
○
号
」「
購
○
号
」

の
如
き
、
在
来
本
（
江
戸
幕
府
等
か
ら
の
移
管
本
（
と
、
購
入
本
（
内
閣
で
購
入
し

た
坊
間
流
出
本
（
と
の
区
別
と
号
数
（
本
稿
関
係
で
は
「
在
」
の
み
（。

○　

旧

函

号

１　
　

図
書
寮
で
は
、
引
継
図
書
に
対
し
新
た
に
種
別
・
番
号
を
附

し
て
管
理
し
た
（
お
お
む
ね
引
継
時
の
か
た
ま
り
の
ま
ま
（。
甲
種
は
貴
重
書
、
乙

種
が
普
通
書
と
考
え
ら
れ
、
内
閣
移
管
本
は
甲
種
に
分
類
。

○　

旧

函

号

２　
　

大
正
五
年
『
帝
室
和
漢
図
書
目
録
』
時
点
で
の
函
号
。

○　

旧　
　

御　
　

物　
　

戦
前
期
に
御
物
扱
い
か
否
か
（
現
在
は
全
て
御
物
に
非
ず
（。

○　

家いえ　
　
　
　
　

別わけ　
　

現
在
の
家
わ
け
を
示
し
た
。

　
　
　
　
　
　

略
号
：
秘
＝
秘
閣
本
・
佐
＝
佐
伯
毛
利
本

○　
印
譜
「
紅
葉
山
文
庫
」　　
『
書
陵
部
蔵
書
印
譜
』「
紅
葉
山
文
庫
」
の
項
目
所
載
の
①
〜

③
の
「
秘
閣
図
書
之
章
」
と
④
「
紅
葉
山
本
」
の
押
捺
状
況
。

○　

備　
　
　
　
　

考　
　

そ
の
他
必
要
と
思
し
き
事
項
。



（ （0 ）

函架
番号 現行書名 刊　　写 員数

〈元治増補〉（楓山文庫）御書籍目録 来歴志
所載 収書年次 登録

番号
引継時
号数

旧函
号1

旧函
号2

（大正）
旧御物 家別

印譜
「紅葉山

文庫」
備　　考

書　　名 分類

（01-13 周易伝義大全 朝鮮版 13 周易大全 易 ○ 正徳3（桜） （（5（ 在1 甲（01 な32 ○ 秘 ①
（01-15 詩緝 元版 （ 大 徳 3 ） 15 詩緝 詩 ○ 文政11（佐） （（（0 在1 甲（01 な32 ○ 佐 ①
（01-1（ 詩伝 朝鮮版 　 10 詩経集伝 詩 ○ 幕初（御） （（（1 在1 甲（01 な32 ○ 秘 ①

（01-17 四書章図纂釈
一名：四書章図檃括総要 元版 （ 後 至 元 3 ） 3 四書章図総要 四書 ○ 文政11（佐） （（（2 在1 甲（01 な32 ○ 秘 ①

（01-1（ 家礼 朝鮮版 　 2 家礼 雑礼 × 寛永20（御） （（（（ 在1 甲（01 な32 ○ 秘 ①
（01-21 礼記集説 元版 （ 天 暦 2 ） （ 礼記集説 礼記 ○ ＊享保元以前（官） （（（5 在2上 甲（02 な33 ○ 秘 ①
（01-22 尚書要旨 清版 　 （ 尚書要旨 書 × 承応2（御） （（（（ 在2上 甲（02 な33 × 秘 ①
（01-23 像象〈易六巻〉 明版 （ 万 暦 （1 ） （ 易象抄 易 × 寛文11（御） （（（7 在2上 甲（02 な33 × 秘 ①
（01-2（ 孟子諺解 朝鮮版 （ 銅 活 字 ） 5 孟子諺解 附韓経 ○ 文政11（佐） （（（（ 在2上 甲（02 な33 ○ 秘 ①
（01-25 春秋胡氏伝 朝鮮版 　 10 春秋胡伝 春秋 ○ 幕初（御） （（（（ 在2上 甲（02 な33 ○ 秘 ①
（01-2（ 春秋経伝集解 宋版 （ 淳 煕 3 ） 15 春秋経伝集解 春秋 ○ 嘉永2（新） （（70 在2上 甲（02 な33 × 秘 ①
（01-27 論語 鎌倉写 （ 嘉 暦 2 ・ 3 ） 10 論語集解 四書 ○ 享保元以前（官） （（71 在2上 甲（02 な33 ○ 秘 ① 「旧題魯論」（元）

（01-2（ 大広益会玉篇 元版 （ 至 正 2（ ） 5 益会玉篇 小字 × 寛永20（御） （（（（ 在7
→在3

甲（11
→（0（ な3（ ○ 秘 ①

（01-30 周易大旨　附：象原 明版 （ 嘉 靖 （3 ） （ 易象大旨 易 × 文政11（佐） （（73 在3 甲（0（ な3（ ○ 秘 ①
（01-32 〈増修互註〉礼部韻略 元版 （ 至 正 15 ） 5 礼部韻略増註 小韻 ○ 文政11（佐） （（7（ 在3 甲（0（ な3（ ○ 秘 ①
（01-33 押韻釈疑 元版 　 5 押韻釈疑 小韻 ○ 文政11（佐） （（75 在3 甲（0（ な3（ ○ 秘 ①
（01-3（ 古今韻会挙要 元版 　 20 古今韻会 小韻 ○ 文政11（佐） （（77 在3 甲（0（ な3（ ○ 秘 ①
（01-35 六書正義 明版 （ 万 暦 33 ） 12 六書正義 小字 ○ （承応2〜）享保元（官など） （（7（ 在3 甲（0（ な3（ ○ 秘 ① 戴笠旧蔵
（01-3（ 周易似言 明版 　 10 周易似言 易 × 貞享2（御） （70（ 在（ 甲（12 な3（ × 秘 ①
（01-37 尚書 古活字版 　 （ 尚書伝 書 × ＊享保元以前（官） （（（1 在7 甲（11 な35 ○ 秘 ①
（01-3（ 毛詩 版 （ 室 町 期 ） 12 毛詩 詩 × 享保元以前（官） （（（2 在7 甲（11 な35 ○ 秘 ① 国活（元）
（01-（0 五経傍訓 明版 （ 万 暦 23 ） （ 五経旁訓 経総 × 幕初 or 慶安（（御） （（（（ 在7 甲（11 な35 × 秘 ①
（01-（1 音註孟子 五山版 　 3 孟子註 四書 × 文政11（佐） （（（5 在7 甲（11 な35 ○ 秘 ①
（01-（2 孟子 古活字版 （ 慶 長 ） 7 孟子註 四書 × ＊享保元以前（官） （（（7 在7 甲（11 な35 ○ 秘 ③
（01-（3 〈重刊許氏〉説文解字五音韻譜 明版 （ 嘉 靖 ） （ 覆刻宋板説文 小字 × 享保元以前（官） （（（（ 在7 甲（11 な35 ○ 秘 ①
（01-（（ 龍龕手鑑 古活字版 　 （ 龍龕手鑑 小字 × 幕初（御） （（（（ 在7 甲（11 な35 ○ 秘 ③
（01-（（ 孝経抄 室町末写 　 1 孝経抄 国附経 × ＊享保元以前（官） （701 在7 甲（11 な35 ○ 秘 ① 孝経清家抄（官）ヵ
（01-（7 経典題説 写 （ 伝 林 羅 山 ） 1 経典題説 国附経 × 天明（以前（日） （702 在7 甲（11 な35 ○ 秘 ①
（01-（（ 三経附義 清版 （ 乾 隆 2（ ） （ 三経附義 経総 × 文政11（佐） （715 在（ 甲（12 な3（ × 佐 ①
（01-50 易象正 明版 　 （ 易象正 易 × 万治元（御） （70（ 在（ 甲（12 な3（ × 秘 ①
（01-51 玩易微言摘抄 明版 　 （ 玩易微言摘抄 易 × 寛文11（御） （705 在（ 甲（12 な3（ × 秘 ①
（01-52 〈御覧〉易経揆一 清版 （ 乾 隆 1（ ） 10 易経揆一 易 × 文政11（佐） （70（ 在（ 甲（12 な3（ ○ 秘 ①
（01-53 周易弁 清版 （ 康 煕 1（ ） 12 周易弁 易 × 文政11（佐） （70（ 在（ 甲（12 な3（ × 秘 ①
（01-5（ 四書備考 明版 （ 万 暦 ） 2（ 四書備考 四書 × 享保元以前（官） （71（ 在（ 甲（12 な3（ ○ 秘 ①
（01-55 四書五経講宗 明版 　 2 四書五経講宗 経総 × 明暦元（御） （71（ 在（ 甲（12 な3（ ○ 秘 ①
（01-5（ 伏羲図賛 明版 （ 万 暦 37 ヵ ） 1 伏羲図賛 易 × 明暦元（御） （707 在（ 甲（12 な3（ × 秘 ①
（01-57 尚書埤伝 清版 （ 康 煕 12 ） （ 尚書埤伝 書 × 文政11（佐） （711 在（ 甲（12 な3（ ○ 秘 ①
（01-5（ 書伝 明版 （ 正 統 12， 監 本 ） （ 書経集伝 書 × 幕初 or 慶安（（御） （710 在（ 甲（12 な3（ ○ 秘 ①
（01-5（ 孝経大全 明版 （ 崇 禎 （ ） （ 孝経大全 孝 × 文化（（化） （713 在（ 甲（12 な3（ × 秘 ①
（01-（0 靧菴礼経蔵本 清版 （ 康 煕 15 ） （ 靧菴礼経蔵本 礼記 × 貞享3（御） （712 在（ 甲（12 な3（ × 秘 ①
（01-（1 古今韻会挙要小補 明版 （ 万 暦 ） 20 韻会小補 小韻 × 寛永1（ or 1（（御） （721 在（ 甲（13 な37 × 秘 ①
（01-（2 四書経正録 明版 （ 崇 禎 （ 序 ） 5 四書経正録 四書 × 天保7〜元治2（重 + 元） （717 在（ 甲（13 な37 × 秘 ①
（01-（3 韻補 明版 　 2 韻補 小韻 × 文政11（佐） （720 在（ 甲（13 な37 ○ 秘 ①
（01-（（ 韻釈便覧 明版 （ 万 暦 1（ ） 5 韻釈便覧 小韻 × 万治3（御） （722 在（ 甲（13 な37 × 秘 ①
（01-（（ 春秋実録 明版 （ 崇 禎 5 序 ） （ 春秋実録 春秋 × 文政11（佐） （727 在（ 甲（13 な37 × 秘 ①
（01-（7 春秋列国論 明版 （ 崇 禎 ヵ ） （ 春秋列国論 春秋 × 文政11（佐） （72（ 在（ 甲（13 な37 × 秘 ①
（01-（（ 説文解字韻譜 古活字版 （ 慶 長 ） 2 説文解字篆韻譜 小字 × 享保元以前（官） （72（ 在（ 甲（13 な37 ○ 秘 ①

（01-（（ 経言枝指 明版
（ 引 経 釈 　 　 2 冊 ）

（
引経釈 四書 × 文政11（佐） （71（ 在（ 甲（13 な37 ○

秘
① もと（01-（5（統合整理）

（ 漢 詁 纂 　 　 （ 冊 ） 漢詁纂 四書 × 文政11（佐） （71（ 在（ 甲（13 な37 ○ ①
（01-70 古韻疏　一名：古唐韻略 清版 　 3 古唐韻疏 小韻 × 文政11（佐） （723 在（ 甲（13 な37 × 秘 ①
（01-71 周易伝義 朝鮮版 　 12 周易伝義口訣 附韓経 × 幕初（御） （725 在（ 甲（13 な37 ○ 秘 ①
（01-72 魯論鈔　一名：論孟聴塵 写 （ 慶 長 ） 5 論語聴塵 国附経 × 享保元以前（官） （731 在10 甲（1（ な3（ ○ 秘 ①



（ （1 ）

函架
番号 現行書名 刊　　写 員数

〈元治増補〉（楓山文庫）御書籍目録 来歴志
所載 収書年次 登録

番号
引継時
号数

旧函
号1

旧函
号2

（大正）
旧御物 家別

印譜
「紅葉山

文庫」
備　　考

書　　名 分類

（01-13 周易伝義大全 朝鮮版 13 周易大全 易 ○ 正徳3（桜） （（5（ 在1 甲（01 な32 ○ 秘 ①
（01-15 詩緝 元版 （ 大 徳 3 ） 15 詩緝 詩 ○ 文政11（佐） （（（0 在1 甲（01 な32 ○ 佐 ①
（01-1（ 詩伝 朝鮮版 　 10 詩経集伝 詩 ○ 幕初（御） （（（1 在1 甲（01 な32 ○ 秘 ①

（01-17 四書章図纂釈
一名：四書章図檃括総要 元版 （ 後 至 元 3 ） 3 四書章図総要 四書 ○ 文政11（佐） （（（2 在1 甲（01 な32 ○ 秘 ①

（01-1（ 家礼 朝鮮版 　 2 家礼 雑礼 × 寛永20（御） （（（（ 在1 甲（01 な32 ○ 秘 ①
（01-21 礼記集説 元版 （ 天 暦 2 ） （ 礼記集説 礼記 ○ ＊享保元以前（官） （（（5 在2上 甲（02 な33 ○ 秘 ①
（01-22 尚書要旨 清版 　 （ 尚書要旨 書 × 承応2（御） （（（（ 在2上 甲（02 な33 × 秘 ①
（01-23 像象〈易六巻〉 明版 （ 万 暦 （1 ） （ 易象抄 易 × 寛文11（御） （（（7 在2上 甲（02 な33 × 秘 ①
（01-2（ 孟子諺解 朝鮮版 （ 銅 活 字 ） 5 孟子諺解 附韓経 ○ 文政11（佐） （（（（ 在2上 甲（02 な33 ○ 秘 ①
（01-25 春秋胡氏伝 朝鮮版 　 10 春秋胡伝 春秋 ○ 幕初（御） （（（（ 在2上 甲（02 な33 ○ 秘 ①
（01-2（ 春秋経伝集解 宋版 （ 淳 煕 3 ） 15 春秋経伝集解 春秋 ○ 嘉永2（新） （（70 在2上 甲（02 な33 × 秘 ①
（01-27 論語 鎌倉写 （ 嘉 暦 2 ・ 3 ） 10 論語集解 四書 ○ 享保元以前（官） （（71 在2上 甲（02 な33 ○ 秘 ① 「旧題魯論」（元）

（01-2（ 大広益会玉篇 元版 （ 至 正 2（ ） 5 益会玉篇 小字 × 寛永20（御） （（（（ 在7
→在3

甲（11
→（0（ な3（ ○ 秘 ①

（01-30 周易大旨　附：象原 明版 （ 嘉 靖 （3 ） （ 易象大旨 易 × 文政11（佐） （（73 在3 甲（0（ な3（ ○ 秘 ①
（01-32 〈増修互註〉礼部韻略 元版 （ 至 正 15 ） 5 礼部韻略増註 小韻 ○ 文政11（佐） （（7（ 在3 甲（0（ な3（ ○ 秘 ①
（01-33 押韻釈疑 元版 　 5 押韻釈疑 小韻 ○ 文政11（佐） （（75 在3 甲（0（ な3（ ○ 秘 ①
（01-3（ 古今韻会挙要 元版 　 20 古今韻会 小韻 ○ 文政11（佐） （（77 在3 甲（0（ な3（ ○ 秘 ①
（01-35 六書正義 明版 （ 万 暦 33 ） 12 六書正義 小字 ○ （承応2〜）享保元（官など） （（7（ 在3 甲（0（ な3（ ○ 秘 ① 戴笠旧蔵
（01-3（ 周易似言 明版 　 10 周易似言 易 × 貞享2（御） （70（ 在（ 甲（12 な3（ × 秘 ①
（01-37 尚書 古活字版 　 （ 尚書伝 書 × ＊享保元以前（官） （（（1 在7 甲（11 な35 ○ 秘 ①
（01-3（ 毛詩 版 （ 室 町 期 ） 12 毛詩 詩 × 享保元以前（官） （（（2 在7 甲（11 な35 ○ 秘 ① 国活（元）
（01-（0 五経傍訓 明版 （ 万 暦 23 ） （ 五経旁訓 経総 × 幕初 or 慶安（（御） （（（（ 在7 甲（11 な35 × 秘 ①
（01-（1 音註孟子 五山版 　 3 孟子註 四書 × 文政11（佐） （（（5 在7 甲（11 な35 ○ 秘 ①
（01-（2 孟子 古活字版 （ 慶 長 ） 7 孟子註 四書 × ＊享保元以前（官） （（（7 在7 甲（11 な35 ○ 秘 ③
（01-（3 〈重刊許氏〉説文解字五音韻譜 明版 （ 嘉 靖 ） （ 覆刻宋板説文 小字 × 享保元以前（官） （（（（ 在7 甲（11 な35 ○ 秘 ①
（01-（（ 龍龕手鑑 古活字版 　 （ 龍龕手鑑 小字 × 幕初（御） （（（（ 在7 甲（11 な35 ○ 秘 ③
（01-（（ 孝経抄 室町末写 　 1 孝経抄 国附経 × ＊享保元以前（官） （701 在7 甲（11 な35 ○ 秘 ① 孝経清家抄（官）ヵ
（01-（7 経典題説 写 （ 伝 林 羅 山 ） 1 経典題説 国附経 × 天明（以前（日） （702 在7 甲（11 な35 ○ 秘 ①
（01-（（ 三経附義 清版 （ 乾 隆 2（ ） （ 三経附義 経総 × 文政11（佐） （715 在（ 甲（12 な3（ × 佐 ①
（01-50 易象正 明版 　 （ 易象正 易 × 万治元（御） （70（ 在（ 甲（12 な3（ × 秘 ①
（01-51 玩易微言摘抄 明版 　 （ 玩易微言摘抄 易 × 寛文11（御） （705 在（ 甲（12 な3（ × 秘 ①
（01-52 〈御覧〉易経揆一 清版 （ 乾 隆 1（ ） 10 易経揆一 易 × 文政11（佐） （70（ 在（ 甲（12 な3（ ○ 秘 ①
（01-53 周易弁 清版 （ 康 煕 1（ ） 12 周易弁 易 × 文政11（佐） （70（ 在（ 甲（12 な3（ × 秘 ①
（01-5（ 四書備考 明版 （ 万 暦 ） 2（ 四書備考 四書 × 享保元以前（官） （71（ 在（ 甲（12 な3（ ○ 秘 ①
（01-55 四書五経講宗 明版 　 2 四書五経講宗 経総 × 明暦元（御） （71（ 在（ 甲（12 な3（ ○ 秘 ①
（01-5（ 伏羲図賛 明版 （ 万 暦 37 ヵ ） 1 伏羲図賛 易 × 明暦元（御） （707 在（ 甲（12 な3（ × 秘 ①
（01-57 尚書埤伝 清版 （ 康 煕 12 ） （ 尚書埤伝 書 × 文政11（佐） （711 在（ 甲（12 な3（ ○ 秘 ①
（01-5（ 書伝 明版 （ 正 統 12， 監 本 ） （ 書経集伝 書 × 幕初 or 慶安（（御） （710 在（ 甲（12 な3（ ○ 秘 ①
（01-5（ 孝経大全 明版 （ 崇 禎 （ ） （ 孝経大全 孝 × 文化（（化） （713 在（ 甲（12 な3（ × 秘 ①
（01-（0 靧菴礼経蔵本 清版 （ 康 煕 15 ） （ 靧菴礼経蔵本 礼記 × 貞享3（御） （712 在（ 甲（12 な3（ × 秘 ①
（01-（1 古今韻会挙要小補 明版 （ 万 暦 ） 20 韻会小補 小韻 × 寛永1（ or 1（（御） （721 在（ 甲（13 な37 × 秘 ①
（01-（2 四書経正録 明版 （ 崇 禎 （ 序 ） 5 四書経正録 四書 × 天保7〜元治2（重 + 元） （717 在（ 甲（13 な37 × 秘 ①
（01-（3 韻補 明版 　 2 韻補 小韻 × 文政11（佐） （720 在（ 甲（13 な37 ○ 秘 ①
（01-（（ 韻釈便覧 明版 （ 万 暦 1（ ） 5 韻釈便覧 小韻 × 万治3（御） （722 在（ 甲（13 な37 × 秘 ①
（01-（（ 春秋実録 明版 （ 崇 禎 5 序 ） （ 春秋実録 春秋 × 文政11（佐） （727 在（ 甲（13 な37 × 秘 ①
（01-（7 春秋列国論 明版 （ 崇 禎 ヵ ） （ 春秋列国論 春秋 × 文政11（佐） （72（ 在（ 甲（13 な37 × 秘 ①
（01-（（ 説文解字韻譜 古活字版 （ 慶 長 ） 2 説文解字篆韻譜 小字 × 享保元以前（官） （72（ 在（ 甲（13 な37 ○ 秘 ①

（01-（（ 経言枝指 明版
（ 引 経 釈 　 　 2 冊 ）

（
引経釈 四書 × 文政11（佐） （71（ 在（ 甲（13 な37 ○

秘
① もと（01-（5（統合整理）

（ 漢 詁 纂 　 　 （ 冊 ） 漢詁纂 四書 × 文政11（佐） （71（ 在（ 甲（13 な37 ○ ①
（01-70 古韻疏　一名：古唐韻略 清版 　 3 古唐韻疏 小韻 × 文政11（佐） （723 在（ 甲（13 な37 × 秘 ①
（01-71 周易伝義 朝鮮版 　 12 周易伝義口訣 附韓経 × 幕初（御） （725 在（ 甲（13 な37 ○ 秘 ①
（01-72 魯論鈔　一名：論孟聴塵 写 （ 慶 長 ） 5 論語聴塵 国附経 × 享保元以前（官） （731 在10 甲（1（ な3（ ○ 秘 ①

図書寮蔵紅葉山御文庫本目録（一）経部
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函架
番号 現行書名 刊　　写 員数

〈元治増補〉（楓山文庫）御書籍目録 来歴志
所載 収書年次 登録

番号
引継時
号数

旧函
号1

旧函
号2

（大正）
旧御物 家別

印譜
「紅葉山

文庫」
備　　考

書　　名 分類

（01-73 論語抄 写 （ 慶 長 5 ） 5 論語抄 国附経 × 享保元以前（日・官） （732 在10 甲（1（ な3（ ○ 秘 ①
（01-7（ 読書管見 清写 　 2 読書管見 書 × 享保元以前（官） （7（1 在10 甲（1（ な3（ ○ 秘 ①
（01-75 〈増訂〉満文輯韻 写 （ 文 政 11 ） 11 増訂満文輯韻 国雑 × 文政11（没） （73（ 在10 甲（1（ な3（ ○ 秘 ①
（01-7（ 論語 版 （ 文 化 10，覆 正 平 版 ） 5 覆刻正平本論語 四書 × 天保7〜元治2（重 + 元） （7（0 在10 甲（1（ な3（ ○ 秘 ①
（01-77 論語 版 （ 天 文 2 ，南 宗 寺 版 ） 2 東京魯論 四書 × 文政11（佐） （73（ 在10 甲（1（ な3（ ○ 秘 ①
（01-7（ 書詩礼暦考 写 （ 江 戸 末 ） 1 詩書礼暦考 国附経 × 文政〜元治 ?（元） （733 在10 甲（1（ な3（ ○ 秘 ①

同装訂（01-7（ 春秋杜暦考 写 （ 江 戸 末 ） 2 春秋杜暦考 国附経 × 文政〜元治 ?（元） （735 在10 甲（1（ な3（ ○ 秘 ①
（01-（0 春秋述暦 写 （ 江 戸 末 ） 2 春秋長述暦 国附経 × 文政〜元治 ?（元） （73（ 在10 甲（1（ な3（ ○ 秘 ①
（01-（1 七経孟子考文 写 （ 享 保 11 ） 32 七経孟子考文 国附経 × 享保1（（日・右） （730 在10 甲（1（ な3（ ○ 秘 ①・③ 享保13献（実）

（01-（2 満文輯韻　附：散語解 写 （ 文 化 13 ） 21 満文輯韻 国雑 ○ 文政（（化）
（73（ 在10 甲（1（ な3（

○ 秘
① 移管時「満文輯韻」1（冊

（737 在10 甲（1（ な3（ ① 移管時「満文散語解」2冊
（01-（（ 礼記正義 写 （ 宋紹煕刊本寛政（〜（影写 ） 35 別本礼記正義 礼記 ○ 享和2（来） （（（（ 在17 甲（21 な（0 ○ 秘 ① 足利学校本影写

（50-7 詩経図 写 （ 目 録： 新 井 君 美 自 筆
狩 野 春 湖 画 ） （ 詩経図 国附経 ○ 寛政7（寛・来） （750 在1（ 甲（22 は5 ○ 秘 ① 新井抱義献上

50（-1 尚書正義 宋版 （ 補 写， 金 沢 文 庫 印 ） 17 尚書正義 書 ○ 享和3（来） （（5（ 在1 甲（01 貴 ○ 秘 ① 金沢本
50（-2 論語注疏 宋版 （ 補 写 ） 10 論語註疏 四書 ○ 享保元以前（官） （（（3 在1 甲（01 貴 ○ 秘 ① 金沢本 /「論語正義」（重）
50（-32 四書白文 明写 （ 姜 立 綱 書 ） （ 四書白文 四書 ○ 延宝（以前（人） （（72 在2下 甲（03 か2（ ○ 秘 ①
50（-33 〈纂図互註〉周礼 朝鮮版 （ 成 化 1（ ） 7 纂図互註周礼 周礼 ○ 幕初（来・駿） （7（2 在11 甲（15 か2（ ○ 秘 ①
50（-3（ 周易 古活字版 （ 慶 長 10， 伏 見 版 ） 3 周易註 易 ○ 享保・元文頃（昆） （7（3 在12 甲（1（ か30 ○ 秘 ①
510-2 集韻 宋版 （ 淳 煕 ） （ 集韻 小韻 ○ 文政11（佐） （（7（ 在3 甲（0（ 貴 ○ 秘 ①・③ 金沢本
511-（0 〈新刊詳増補註東莱先生〉左氏博議 朝鮮版 （ 明 正 徳 （ ） 10 左伝東莱博義補註 春秋 × 幕初（駿・御） （7（5 在1（ 甲（1（ さ3（ ○ 秘 ①・④

550-1 〈杜氏〉春秋経伝集解 鎌倉写 （ 鎌 倉 中 期 ） 30 春秋経伝集解 春秋 ○ 幕初（駿・本） （（（0 在（
上・下

甲（05・
（0（ 貴 ○ 秘 ① 金沢本

550-3 春秋経伝集解　附：経伝識異 宋版 （ 嘉 定 （ ） 15 春秋経伝集解 春秋 ○ 文政11（佐） （7（（ 在13 甲（17 貴 ○ 秘 ① 金沢本

55（-23 唐開成石経 明版 （ 搨 本 ） 15（ 唐開成石経 経総 ○ 元文5（始・日） （（（1 在5 甲（07
〜（0（ た33 ○ 秘 ①

55（-（0 七経孟子考文補遺 写 （ 享 保 11 ） 32 七経孟子考文補遺 国附経 × 享保1（（日・右） （5（1 ─ 甲137 た27 ○ 秘 × M22目録にあり / 享保1（献（実）
要検討

合 計 7（部 7（（ 点

典拠略号
駿 駿府御文庫本たるによる
慶 慶長御写本たるによる
桜 桜田御文庫本たるによる　　　（『官』第（冊）
佐 佐伯毛利本たるによる
前 前田綱紀献本
新 新見正興献本
近 近藤守重献本
本 御本日記
来 来歴志
始 御文庫始末記
日 御書物方日記（留牒含む）
御 御文庫目録
官 官庫書籍目録　　　　　　　　（1〜5）（＊：それと思しき書あり。確定に非ず。）
化 化政新収書目
重 重訂御書籍目録
元 元治増補御書籍目録
実 徳川実紀
寛 寛政重修諸家譜
右 右文故事
昆 昆陽漫録
人 人見竹洞全集所収紅葉山文庫日録
没 文政11幕府没収本（シーボルト事件）



（ （3 ）

函架
番号 現行書名 刊　　写 員数

〈元治増補〉（楓山文庫）御書籍目録 来歴志
所載 収書年次 登録

番号
引継時
号数

旧函
号1

旧函
号2

（大正）
旧御物 家別

印譜
「紅葉山

文庫」
備　　考

書　　名 分類

（01-73 論語抄 写 （ 慶 長 5 ） 5 論語抄 国附経 × 享保元以前（日・官） （732 在10 甲（1（ な3（ ○ 秘 ①
（01-7（ 読書管見 清写 　 2 読書管見 書 × 享保元以前（官） （7（1 在10 甲（1（ な3（ ○ 秘 ①
（01-75 〈増訂〉満文輯韻 写 （ 文 政 11 ） 11 増訂満文輯韻 国雑 × 文政11（没） （73（ 在10 甲（1（ な3（ ○ 秘 ①
（01-7（ 論語 版 （ 文 化 10，覆 正 平 版 ） 5 覆刻正平本論語 四書 × 天保7〜元治2（重 + 元） （7（0 在10 甲（1（ な3（ ○ 秘 ①
（01-77 論語 版 （ 天 文 2 ，南 宗 寺 版 ） 2 東京魯論 四書 × 文政11（佐） （73（ 在10 甲（1（ な3（ ○ 秘 ①
（01-7（ 書詩礼暦考 写 （ 江 戸 末 ） 1 詩書礼暦考 国附経 × 文政〜元治 ?（元） （733 在10 甲（1（ な3（ ○ 秘 ①

同装訂（01-7（ 春秋杜暦考 写 （ 江 戸 末 ） 2 春秋杜暦考 国附経 × 文政〜元治 ?（元） （735 在10 甲（1（ な3（ ○ 秘 ①
（01-（0 春秋述暦 写 （ 江 戸 末 ） 2 春秋長述暦 国附経 × 文政〜元治 ?（元） （73（ 在10 甲（1（ な3（ ○ 秘 ①
（01-（1 七経孟子考文 写 （ 享 保 11 ） 32 七経孟子考文 国附経 × 享保1（（日・右） （730 在10 甲（1（ な3（ ○ 秘 ①・③ 享保13献（実）

（01-（2 満文輯韻　附：散語解 写 （ 文 化 13 ） 21 満文輯韻 国雑 ○ 文政（（化）
（73（ 在10 甲（1（ な3（

○ 秘
① 移管時「満文輯韻」1（冊

（737 在10 甲（1（ な3（ ① 移管時「満文散語解」2冊
（01-（（ 礼記正義 写 （ 宋紹煕刊本寛政（〜（影写 ） 35 別本礼記正義 礼記 ○ 享和2（来） （（（（ 在17 甲（21 な（0 ○ 秘 ① 足利学校本影写

（50-7 詩経図 写 （ 目 録： 新 井 君 美 自 筆
狩 野 春 湖 画 ） （ 詩経図 国附経 ○ 寛政7（寛・来） （750 在1（ 甲（22 は5 ○ 秘 ① 新井抱義献上

50（-1 尚書正義 宋版 （ 補 写， 金 沢 文 庫 印 ） 17 尚書正義 書 ○ 享和3（来） （（5（ 在1 甲（01 貴 ○ 秘 ① 金沢本
50（-2 論語注疏 宋版 （ 補 写 ） 10 論語註疏 四書 ○ 享保元以前（官） （（（3 在1 甲（01 貴 ○ 秘 ① 金沢本 /「論語正義」（重）
50（-32 四書白文 明写 （ 姜 立 綱 書 ） （ 四書白文 四書 ○ 延宝（以前（人） （（72 在2下 甲（03 か2（ ○ 秘 ①
50（-33 〈纂図互註〉周礼 朝鮮版 （ 成 化 1（ ） 7 纂図互註周礼 周礼 ○ 幕初（来・駿） （7（2 在11 甲（15 か2（ ○ 秘 ①
50（-3（ 周易 古活字版 （ 慶 長 10， 伏 見 版 ） 3 周易註 易 ○ 享保・元文頃（昆） （7（3 在12 甲（1（ か30 ○ 秘 ①
510-2 集韻 宋版 （ 淳 煕 ） （ 集韻 小韻 ○ 文政11（佐） （（7（ 在3 甲（0（ 貴 ○ 秘 ①・③ 金沢本
511-（0 〈新刊詳増補註東莱先生〉左氏博議 朝鮮版 （ 明 正 徳 （ ） 10 左伝東莱博義補註 春秋 × 幕初（駿・御） （7（5 在1（ 甲（1（ さ3（ ○ 秘 ①・④

550-1 〈杜氏〉春秋経伝集解 鎌倉写 （ 鎌 倉 中 期 ） 30 春秋経伝集解 春秋 ○ 幕初（駿・本） （（（0 在（
上・下

甲（05・
（0（ 貴 ○ 秘 ① 金沢本

550-3 春秋経伝集解　附：経伝識異 宋版 （ 嘉 定 （ ） 15 春秋経伝集解 春秋 ○ 文政11（佐） （7（（ 在13 甲（17 貴 ○ 秘 ① 金沢本

55（-23 唐開成石経 明版 （ 搨 本 ） 15（ 唐開成石経 経総 ○ 元文5（始・日） （（（1 在5 甲（07
〜（0（ た33 ○ 秘 ①

55（-（0 七経孟子考文補遺 写 （ 享 保 11 ） 32 七経孟子考文補遺 国附経 × 享保1（（日・右） （5（1 ─ 甲137 た27 ○ 秘 × M22目録にあり / 享保1（献（実）
要検討

合 計 7（部 7（（ 点

分類略号
易 易類
書 書類
詩 詩類

周礼 礼類周礼之属
礼記 礼類礼記之属
雑礼 礼類雑礼之属
春秋 春秋類
孝 孝経類

経総 経総類
四書 四書類
小韻 小学類韻書之属
小字 小学類字書之属
国雑 国書部雑類

国附経 国書部附録経類
附韓経 附存部韓人著撰類経之属


